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1. 住民アンケート調査 
1.1 調査概要 

阪南市公共交通基本計画を策定するにあたって、市民の交通行動、生活実態等を調査すること

で、公共交通に対するニーズ等を把握するために住民アンケート調査を実施した。 
 

調査方法 (1) 

住民基本台帳から無作為抽出による郵送配布･郵送回収 
（６ヶ月以上在住者対象、地区別・年代別・性別ごとに阪南市の人口構成に応じて均等抽出）  
 

調査対象 (2) 

阪南市在住の 15 歳以上の市民 
 
調査規模 (3) 

阪南市全域で 3,000 部郵送 
（尾崎地区：382 部、東鳥取地区：1,278 部、西鳥取地区：632 部、下荘地区：708 部） 
 

調査時期 (4) 

平成 28 年 12 月 22 日（木）～平成 29 年 1 月 17 日（火） 
 
調査項目 (5) 

  ① 普段の外出状況 
  ② 市内バスの利用状況 
  ③ 公共交通の税負担に対する意識 
  ④ 阪南市の交通に関する現状の満足度と重要度 
  ⑤ 将来における外出 
  ⑥ 尾崎駅周辺のまちづくりのあり方 
  ⑦ ご近所付き合いの状況 
 

注意事項 (6) 

・グラフ及び表中の構成比（％）は、小数第 2 位を四捨五入して表示しているため、合計は必ず

しも 100％にはなりません。 
・サンプル数の見方について、基数となるべき実数は「n」（回答者数）、複数回答が可能な設問

では総回答数を「N」としています。 
・属性別のクロス集計については、各属性（性別、年齢、地区等）が無回答のサンプルを除外し

て集計しています。そのため、属性ごとの各選択肢の回答数を合計しても、調査結果全体の数

値と一致しない場合があります。 
・複数回答方式では、割合を算出する分母として、各質問に回答した回答者数としています。こ

のため、回答の合計は 100%を超える場合があります。 
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1.2 回答状況 

 回答部数は 1,152 票、回答率は 38.4％である。 
 回答者の平均年齢は 58 歳であり、高齢者及び 10 年後に高齢者となる世代の割合が多いア

ンケートデータである。 

 

表 1.1 阪南市の人口構成に対する回答部数 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
   
 

※表示桁数の関係により、計算値が一致しないことがある。 

 

 

 

1.3 回答者属性 
普段の外出頻度 (1) 

 普段の外出頻度を年齢別に見ると、ほぼ毎日外出する方は 15～54 歳が約 8 割に対して、65
～74 歳が約 4 割、75 歳以上が約 3 割と低い。 

 

表 1.2 外出頻度（年齢別） 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
  

15～
54歳

55～
64歳

65～
74歳

75歳
以上

15～
54歳

55～
64歳

65～
74歳

75歳
以上

15～
54歳

55～
64歳

65～
74歳

75歳
以上

15～
54歳

55～
64歳

65～
74歳

75歳
以上

尾崎地区 1,655 515 529 294 1,774 516 606 532 6,421 29 9 9 9 34 17 11 18 2 138

東鳥取地区 5,729 1,597 1,744 962 5,913 1,761 1,949 1,537 21,192 65 29 63 31 108 38 59 44 0 437

西鳥取地区 2,388 904 1,131 648 2,487 1,065 1,143 888 10,654 35 21 27 18 46 27 46 24 1 245

下荘地区 3,158 808 958 586 3,238 861 1,028 847 11,484 47 18 31 21 76 32 37 20 3 285

未回答 - - - - - - - - - 4 0 0 4 3 1 1 10 24 47

合計 12,930 3,824 4,362 2,490 13,412 4,203 4,726 3,804 49,751 180 77 130 83 267 115 154 116 30 1,152

26.0% 7.7% 8.8% 5.0% 27.0% 8.4% 9.5% 7.6% 15.6% 6.7% 11.3% 7.2% 23.2% 10.0% 13.4% 10.1%
割合

未回答
回答部
数合計

2.6% 100.0%
52.6%47.4%

男性 女性 女性

阪南市 性別・年齢別・地区別人口
（平成28年9月末現在）

住民アンケート回答者の状況

計

男性

100.0%
40.8% 56.6%
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自動車等の保有状況 (2) 

 自動車等の保有状況を年齢別に見ると、自動車を自分で運転する方は、65～74 歳の方の割

合も高く、自転車を保有している方は 75 歳以上の方も目立つ。 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図 1.1 自動車等の保有状況（年齢別） 

 
同居人の状況 (3) 

 同居人の状況を年齢別に見ると、移動が困難な家族と同居や一人暮らしの方は、75 歳以上

の方が多い。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 1.2 同居人の状況（年齢別）  

7.6% 8.2%
8.6%

8.2%

69.4%

17.1% 17.8%

5.9%
3.4%

60.6%

1.1% 1.1%

8.0% 6.4%

84.0%

1.5% 1.8%

8.4%

6.6%

82.1%

0.5% 2.2%

15.8% 23.9%

57.6%

0.0%

10.0%

20.0%

30.0%

40.0%

50.0%

60.0%

70.0%

80.0%

90.0%

未
就
学
児
と
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居

小
学
生
と
同
居

移
動
が
困
難
な

家
族
と
同
居

一
人
暮
ら
し

い
ず
れ
に
も

該
当
し
な
い

全体（N=1115）（n=1092） 15～54歳（N=465）（n=444） 55～64歳（N=188）（n=187）
65～74歳（N=274）（n=273） 75歳以上（N=184）（n=184）

回答者割合

15～54 歳 
(子育て世代) 75 歳以上 

※複数回答

※複数回答

65.0%

20.3%
14.7%

25.3%

0.3%
9.2%

85.9%

25.3%
16.6%

19.1%
0.0%

39.0%

81.6%

24.2% 14.2%

8.4%
0.0%

35.3%

67.6%

29.9%

12.3% 12.3% 0.4%

30.3%32.2%

17.6%
12.1%

17.1%

0.5%

37.7%

0.0%
10.0%
20.0%
30.0%
40.0%
50.0%
60.0%
70.0%
80.0%
90.0%
100.0%

自
動
車

（
自
分
で
運
転
す
る
）

自
動
車

（
家
族
が
運
転
す
る
）

自
動
二
輪

・
原
付

自
転
車

そ
の
他

持
っ
て
い
な
い

全体（N=1516）（n=1125） 15～54歳（N=509）（n=446） 55～64歳（N=199）（n=190）

65～74歳（N=298）（n=284） 75歳以上（N=201）（n=199）

回答者割合

65～74 歳以上 

75 歳以上 
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1.4 普段の外出状況 
平日の外出状況 1.4.1 

外出目的 (1) 

 外出目的を年齢別で見ると、通勤・通学の外出は 15～54 歳が約 7 割、買い物は 65～74 歳

及び 75 歳以上が約 6 割を占める。 
 外出目的を主な外出先別に見ると、尾崎駅周辺は買い物が約 6 割を占め、その他阪南市内や

鳥取ノ荘駅周辺は買い物が約 5 割、泉南市は通勤・通学が約 5 割、買い物が約 3 割、大阪

市は通勤・通学が約 9 割を占める。 
 

表 1.3 外出目的（年齢別（平日）） 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

図 1.3 外出目的（全体（平日）） 

 

表 1.4 外出目的（主な外出先別（平日）） 

 

 

 

 

 

 

 

  

通勤
・通学

買い物 通院
娯楽・

レジャー
その他 計

38.9% 42.3% 6.4% 5.8% 6.5% 100.0%

阪南市内 尾崎駅周辺（n=461） 18.0% 64.0% 7.2% 6.3% 4.6% 100.0%

その他阪南市内（n=123） 13.8% 52.0% 8.1% 14.6% 11.4% 100.0%

鳥取ノ荘駅周辺（n=76） 27.6% 50.0% 9.2% 2.6% 10.5% 100.0%

近隣市町 泉南市（n=85） 47.1% 34.1% 1.2% 7.1% 10.6% 100.0%

その他
大阪府内

大阪市（n=78） 91.0% 1.3% 0.0% 1.3% 6.4% 100.0%

回答者数（n=1136）

年齢別
通勤
・通学

買い物 通院
娯楽・

レジャー
その他 計

回答者数（n=1136） 38.9% 42.3% 6.4% 5.8% 6.5% 100.0%

15～54歳（n=445） 70.6% 22.0% 0.7% 2.9% 3.8% 100.0%

55～64歳（n=191） 40.3% 45.5% 5.2% 3.1% 5.8% 100.0%

65～74歳（n=282） 16.0% 61.0% 5.0% 10.3% 7.8% 100.0%

75歳以上（n=196） 0.5% 58.7% 20.4% 8.7% 11.7% 100.0%

通勤

34.8%

通学

4.1%買い物

42.3%

通院

6.4%

娯楽・レ

ジャー

5.8%

その他

6.5%

n=1136
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主な外出先 (2) 

 主な外出先を見ると、阪南市内が約 7 割を占める。主な外出先の内訳を見ると、尾崎駅周辺

が最も多く全体の約 4 割を占める。市外は、泉南市、大阪市、泉佐野市の順でいずれも 1
割未満である。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 1.4 主な外出先（平日） 

  

回答数 割合

754 66.4%

尾崎駅周辺（n=464） 464 40.9%

鳥取ノ荘駅周辺（n=76） 76 6.7%

箱作駅周辺（n=44） 44 3.9%

和泉鳥取駅周辺（n=39） 39 3.4%

その他阪南市内（n=126） 126 11.1%

未回答・不明（n=5） 5 0.4%

201 17.7%

泉南市（n=85） 85 7.5%

泉佐野市（n=62） 62 5.5%

岬町（n=11） 11 1.0%

和歌山市（n=35） 35 3.1%

未回答・不明（n=8） 8 0.7%

159 14.0%

大阪市（n=78） 78 6.9%

岸和田市（n=20） 20 1.8%

堺市（n=16） 16 1.4%

その他（n=41） 41 3.6%

未回答・不明（n=4） 4 0.4%

11 1.0%

10 0.9%

1,135 100.0%

その他大阪府内（n=159）

計（n=1135）

その他府県（n=10）

その他和歌山県内（n=11）

近隣市町（n=201）

阪南市内（n=754）

阪南市内

66.4%近隣市町

17.7%

その他大

阪府内

14.0%

その他和

歌山県内

1.0%

その他府

県

0.9%

n=1135
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3.8%

24.0%

2.7%

5.8%

1.8%

48.6%

11.4%

4.6%

11.4%

7.2%

1.8%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60%

ＪＲ

南海電鉄

路線バス（南海ウイングバス南部）

コミュニティバス「さつき号」

タクシー

自家用車（自分で運転）

自家用車（乗せてもらう）

自動二輪・原付

自転車

徒歩のみ

その他

回答者割合

Ｎ=1401

n=1139

よく利用する鉄道駅名 回答数

南海樽井駅 1

南海尾崎駅 99

南海鳥取ノ荘駅 31

南海箱作駅 57

南海淡輪駅 1

JR和泉砂川駅 3

JR和泉鳥取駅 22

JR山中渓駅 1

総回答数 215

回答者数 212

外出先への交通手段 (3) 

■全体 

 外出先への交通手段を見ると、自動車系が約 6 割、公共交通系が約 3 割を占める。 

 

 
 
 
 
 
 
 

図 1.5 主な外出先への交通手段分担率（全体） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 1.6 主な外出先への交通手段（全体） 

 
  

※複数回答 

【よく利用する鉄道駅】 

自動車系

59.0%
公共交通系

26.1%

その他

14.9%

ｎ=1139

※主な外出先への交通手段を以下の交通手段別で

分類している。 
・ 公共交通系：JR、南海電鉄、路線バス（南海

ウイングバス南部）、コミュニティバス「さつ

き号」、タクシー 
・ 自動車系：自家用車（自分で運転）、自家用車

（乗せてもらう） 
・ その他：自動二輪、自転車、徒歩のみ、その他

※複数回答 
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■主な外出先別の交通手段 

 外出先への交通手段を主な外出先別に見ると、阪南市内では約 5～7 割が自動車系による移

動で、泉南市は自動車系が約 9 割を占める。大阪市は公共交通系が約 9 割を占める。 

表 1.5 主な外出先別の交通手段 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 

表 1.6 主な外出先別の交通手段分担率 

 
 
 
 
 
 
 
■外出先が尾崎駅周辺及び尾崎駅を利用して外出する方の割合 

 外出する方のうち、外出先が尾崎駅周辺及び尾崎駅を利用して外出する方の割合は、約 5 割

を占める。 

 

 

 

 

 

 

 

図 1.7 外出先が尾崎駅周辺及び尾崎駅を利用して外出する方の割合

ＪＲ 南海電鉄

路線バス
（南海ウイン

グバス南
部）

コミュニティ
バス「さつき

号」
タクシー

自家用車
（自分で運

転）

自家用車
（乗せてもら

う）

3.8% 24.0% 2.7% 5.8% 1.8% 48.6% 11.4%

阪南市内 尾崎駅周辺（Ｎ=594） 1.3% 18.2% 3.2% 10.6% 1.7% 47.4% 14.7%

その他阪南市内（Ｎ=146） 1.6% 8.1% 0.0% 1.6% 3.2% 58.1% 10.5%

鳥取ノ荘駅周辺（Ｎ=92） 0.0% 14.5% 1.3% 6.6% 5.3% 35.5% 14.5%

近隣市町 泉南市（Ｎ=93） 3.5% 4.7% 2.4% 2.4% 0.0% 80.0% 10.6%

その他
大阪府内

大阪市（Ｎ=107） 9.0% 88.5% 6.4% 1.3% 0.0% 10.3% 2.6%

総回答数（Ｎ=1401）

外出先が尾崎駅周辺 

及び尾崎駅を利用した外出 

約 50％ 

尾崎駅周辺

40.9%

尾崎駅を利用

8.7%

阪南市内

（尾崎駅周辺以外）

25.6%

阪南市外

（尾崎駅利用以外）

24.8%

n=1135

自動二輪・
原付

自転車 徒歩のみ その他 計

4.6% 11.4% 7.2% 1.8% 123.0%

阪南市内 尾崎駅周辺（Ｎ=594） 4.5% 16.7% 8.7% 1.5% 128.6%

その他阪南市内（Ｎ=146） 3.2% 16.1% 12.9% 2.4% 117.7%

鳥取ノ荘駅周辺（Ｎ=92） 9.2% 10.5% 21.1% 2.6% 121.1%

近隣市町 泉南市（Ｎ=93） 3.5% 1.2% 0.0% 1.2% 109.4%

その他
大阪府内

大阪市（Ｎ=107） 6.4% 7.7% 1.3% 3.8% 137.2%

総回答数（Ｎ=1401）

※主な外出先別の交通手段は複数回答 

※平日の主な外出先上位 5位を対象に集計 

※主な外出先への交通手段を以下の交通手段別で

分類している。 
・公共交通系：JR、南海電鉄、路線バス（南海ウ

イングバス南部）、コミュニティバス「さつき

号」、タクシー 
・ 自動車系：自家用車（自分で運転）、自家用車

（乗せてもらう） 
・ その他：自動二輪、自転車、徒歩のみ、その他

自動車系 公共交通系 その他

59.0% 26.1% 14.9%

阪南市内 尾崎駅周辺（Ｎ=594） 61.0% 19.0% 20.0%

その他阪南市内（Ｎ=146） 65.0% 10.0% 25.0%

鳥取ノ荘駅周辺（Ｎ=92） 50.0% 17.0% 33.0%

近隣市町 泉南市（Ｎ=93） 89.0% 6.0% 5.0%

その他
大阪府内

大阪市（Ｎ=107） 12.8% 86.0% 1.2%

総回答数（Ｎ=1401）
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休日の外出状況 1.4.2 
外出目的 (1) 

 外出目的を年齢別で見ると、買い物の外出が、全世代とも約 6～7 割を占める。 
 外出目的を主な外出先別に見ると、尾崎駅周辺や泉南市は買い物が約 8 割を占め、その他阪

南市内や泉佐野市は買い物が約 6 割、大阪市は娯楽・レジャーが約 5 割を占める。 

 

表 1.7 外出目的（年齢別（休日）） 

 

 

 

 

 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

図 1.8 外出目的（全体（休日）） 

 

表 1.8 外出目的（主な外出先別（休日）） 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 

通勤・通

学

1.8%

買い物

66.6%
通院

2.2%

娯楽・レ

ジャー

20.1%

その他

9.3%

n=1067

年齢別
通勤
・通学

買い物 通院
娯楽・

レジャー
その他 計

回答者数（n=1067） 1.8% 66.6% 2.2% 20.1% 9.3% 100.0%

15～54歳（n=443） 3.2% 64.6% 0.2% 24.8% 7.2% 100.0%

55～64歳（n=191） 1.0% 69.1% 0.5% 17.8% 11.5% 100.0%

65～74歳（n=263） 1.1% 69.6% 0.8% 18.3% 10.3% 100.0%

通勤
・通学

買い物 通院
娯楽・

レジャー
その他 計

1.8% 66.6% 2.2% 20.1% 9.3% 100.0%

阪南市内 尾崎駅周辺（n=375） 0.8% 81.3% 2.9% 9.9% 5.1% 100.0%

その他阪南市内（n=98） 0.0% 58.2% 6.1% 20.4% 15.3% 100.0%

近隣市町 泉南市（n=280） 0.4% 78.2% 0.4% 19.6% 1.4% 100.0%

泉佐野市（n=66） 1.5% 60.6% 0.0% 25.8% 12.1% 100.0%

その他
大阪府内

大阪市（n=70） 2.9% 37.1% 0.0% 51.4% 8.6% 100.0%

回答者数（n=1067）
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主な外出先 (2) 

 主な外出先を見ると、阪南市内が約 5 割を占める。主な外出先の内訳を見ると、尾崎駅周辺

が最も多く約 4 割を占める。市外は、泉南市が約 3 割、大阪市と泉佐野市ともに約 1 割で

ある。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 1.9 主な外出先（休日） 

  

回答数 割合

阪南市内（n=556） 556 51.2%

尾崎駅周辺（n=384） 384 35.4%

鳥取ノ荘駅周辺（n=30） 30 2.8%

箱作駅周辺（n=18） 18 1.7%

和泉鳥取駅周辺（n=14） 14 1.3%

その他阪南市内（n=100） 100 9.2%

未回答・不明（n=10） 10 0.9%

近隣市町（n=399） 399 36.7%

泉南市（n=281） 281 25.9%

泉佐野市（n=67） 67 6.2%

岬町（n=13） 13 1.2%

和歌山市（n=33） 33 3.0%

未回答・不明（n=5） 5 0.5%

その他大阪府内（n=107） 107 9.9%

大阪市（n=70） 70 6.4%

岸和田市（n=6） 6 0.6%

その他（n=20） 20 1.8%

未回答・不明（n=7） 7 0.6%

その他和歌山県内（n=12） 12 1.1%

その他府県（n=12） 12 1.1%

計（n=1086） 1,086 100.0%

阪南市内

51.2%
近隣市町

36.7%

その他大阪

府内

9.9%

その他和歌

山県内

1.1%

その他府県

1.1%

n=1086
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外出先への交通手段 (3) 

■全体 

 外出先への交通手段を見ると、自動車系が約 7 割、公共交通系が約 2 割を占め、平日よりも

休日の方が自家用車の分担率が高い。 

 
 
 
 
 
 
 
 

図 1.10 主な外出先への交通手段分担率（全体） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 1.11 外出先への交通手段（全体） 

  

2.3%

15.3%

2.1%

4.3%

1.1%

55.1%

19.5%

2.9%

7.6%

4.6%

0.9%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

ＪＲ

南海電鉄

路線バス（南海ウイングバス南部）

コミュニティバス「さつき号」

タクシー

自家用車（自分で運転）

自家用車（乗せてもらう）

自動二輪・原付

自転車

徒歩のみ

その他

回答者割合

n=1093

N=1264

※複数回答 

よく利用する鉄道駅名 回答数

南海樽井駅 2

南海尾崎駅 58

南海鳥取ノ荘駅 17

南海箱作駅 30

JR和泉砂川駅 1

JR和泉鳥取駅 14

JR山中渓駅 1

総回答数 123

回答者数 123

【よく利用する鉄道駅】 

※複数回答 

自動車系

72.6%

公共交通系

17.6%

その他

9.8%

n=1093

※主な外出先への交通手段を以下の交通手段別で

分類している。 
・ 公共交通系：JR、南海電鉄、路線バス（南海

ウイングバス南部）、コミュニティバス「さつ

き号」、タクシー 
・ 自動車系：自家用車（自分で運転）、自家用車

（乗せてもらう） 
・ その他：自動二輪、自転車、徒歩のみ、その他
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■主な外出先別の交通手段 

 外出先への交通手段を主な外出先別に見ると、阪南市内では約 6～7 割が自動車系による移

動で、泉南市と泉佐野市は自動車系が約 9 割を占める。大阪市は公共交通系が約 9 割を占め

る。 

表 1.9 主な外出先別の交通手段 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 

表 1.10 主な外出先別の交通手段分担率 

 
 
 
 
 
 
 
■外出先が尾崎駅周辺及び尾崎駅を利用して外出する方の割合 

 外出する方のうち、外出先が尾崎駅周辺及び尾崎駅を利用して外出する方の割合は約 4 割で

あり、平日と比べて約 1 割少ない。 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 1.12 外出先が尾崎駅周辺及び尾崎駅を利用して外出する方の割合

※主な外出先別の交通手段は複数回答 

※平日の主な外出先上位 5位を対象に集計 

ＪＲ 南海電鉄

路線バス
（南海ウイ
ングバス
南部）

コミュニ
ティバス
「さつき

号」

タクシー
自家用車
（自分で
運転）

自家用車
（乗せても

らう）

2.3% 15.3% 2.1% 4.3% 1.1% 55.1% 19.5%

阪南市内 尾崎駅周辺（Ｎ=464） 1.1% 15.3% 3.4% 8.2% 1.1% 51.8% 17.9%

その他阪南市内（Ｎ=120） 1.0% 9.3% 0.0% 5.2% 5.2% 53.6% 15.5%

近隣市町 泉南市（Ｎ=296） 0.4% 2.8% 0.4% 0.4% 0.0% 69.8% 26.3%

泉佐野市（Ｎ=74） 1.5% 10.4% 1.5% 3.0% 1.5% 61.2% 28.4%

その他
大阪府内

大阪市（Ｎ=87） 13.0% 82.6% 8.7% 4.3% 0.0% 5.8% 0.0%

総回答数（Ｎ=1264）

尾崎駅周辺

35.4%

尾崎駅を利用

5.3%阪南市内

（尾崎駅周辺以外）

15.8%

阪南市外

（尾崎駅利用以外）

43.5%

n=1086

外出先が尾崎駅周辺 

及び尾崎駅を利用した外出 

約 40％ 

自動二
輪・原付

自転車 徒歩のみ その他 計

2.9% 7.6% 4.6% 0.9% 115.6%

阪南市内 尾崎駅周辺（Ｎ=464） 4.2% 12.1% 6.1% 1.1% 122.1%

その他阪南市内（Ｎ=120） 3.1% 14.4% 15.5% 1.0% 123.7%

近隣市町 泉南市（Ｎ=296） 1.8% 2.5% 0.7% 0.4% 105.3%

泉佐野市（Ｎ=74） 0.0% 3.0% 0.0% 0.0% 110.4%

その他
大阪府内

大阪市（Ｎ=87） 0.0% 8.7% 1.4% 1.4% 126.1%

総回答数（Ｎ=1264）

※主な外出先への交通手段を以下の交通手段別で

分類している。 
・ 公共交通系：JR、南海電鉄、路線バス（南海

ウイングバス南部）、コミュニティバス「さつ

き号」、タクシー 
・ 自動車系：自家用車（自分で運転）、自家用車

（乗せてもらう） 
・ その他：自動二輪、自転車、徒歩のみ、その他

自動車系 公共交通系 その他

72.6% 17.6% 9.8%

阪南市内 尾崎駅周辺（Ｎ=464） 67.0% 18.0% 15.0%

その他阪南市内（Ｎ=120） 64.0% 11.0% 25.0%

近隣市町 泉南市（Ｎ=296） 94.0% 2.0% 4.0%

泉佐野市（Ｎ=74） 88.0% 10.0% 2.0%

その他
大阪府内

大阪市（Ｎ=87） 5.8% 91.0% 3.2%

総回答数（Ｎ=1264）
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同伴者との外出状況 1.4.3 
普段の外出時における同伴者の状況 (1) 

 普段の外出時における同伴者の状況は、約 7 割の方が誰かと一緒に外出している。配偶者が

最も多く、次いで子供、父親・母親、友人の順であり、家族との外出が多くを占める。 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 1.13 普段の外出時における同伴者の状況 

 

同伴者との外出頻度（同伴者との外出目的別） (2) 

 同伴者との外出頻度を同伴者との外出目的別に見ると、買い物や娯楽・レジャーでは週に 1
～2 日程度が最も多い。 

 

表 1.11 同伴者との外出頻度（同伴者との外出目的別） 

 

 

 

 

 

 

 

  

年齢別 ほぼ毎日
週に3
～4日

週に1
～2日程度

月に1
～2日程度

月に1日
未満

計

回答者数（n=764） 8.5% 18.2% 47.8% 21.1% 4.5% 100.0%

通勤・通学（n=21） 81.0% 19.0% 0.0% 0.0% 0.0% 100.0%

買い物（n=579） 5.9% 20.4% 51.6% 18.8% 3.3% 100.0%

通院（n=40） 2.5% 15.0% 42.5% 30.0% 10.0% 100.0%

娯楽・レジャー（n=80） 3.8% 7.5% 43.8% 37.5% 7.5% 100.0%

その他（n=38） 23.7% 10.5% 31.6% 21.1% 13.2% 100.0%

560

99

31

4

236

25

87

9

18

0 100 200 300 400 500 600

配偶者

父親・母親

兄弟姉妹

祖父・祖母

子供

孫

友人

近所の方

その他

回答数

n=828
N=1069

【誰かと一緒の内訳】 

誰かと一緒

73.3%

いつも一人

で移動する

26.7%

n=1130

※複数回答 
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26.0%

28.8%

24.8%

20.2%

26.6%

19.8%

23.0%

22.2%

21.6%

20.9%

22.7%

50.0%

25.0%

27.4%

28.6%

24.3%

28.8%

29.1%

19.8%

15.4%

13.8%

21.1%

19.0%

14.0%

50.0%

16.7%

8.2%

6.7%

8.3%

11.0%

7.6%

18.8%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

回答者数（n＝1114）

自動車（自分で運転する）（n=720）

自動車（家族が運転する）（n=153）

自動二輪・原付（n=27）

自転車（n=96）

その他（n=1）

持っていない（n=96）

満足 やや満足 どちらともいえない やや不満 不満

外出先への交通手段別に見た普段の外出時における同伴者の状況 (3) 

 同伴者との外出状況を外出先への交通手段別に見ると、友人との外出は家族の場合に比べ、

公共交通利用の割合が高い。休日は平日に比べて、自動車系の分担率が高い傾向にある。 
 

表 1.12 外出先への交通手段別に見た普段の外出時における同伴者の状況 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
普段の移動における満足度 1.4.4 

 普段の移動における満足度は、自動車を運転する方は満足度が高く、自動車を運転でき

ない方は満足度が低い。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 1.14 普段の移動における満足度（自動車の保有状況別） 

※主な外出先別の交通手段は複数回答 

自動二輪・
原付

自転車 徒歩のみ その他 計 自動車系 公共交通系

配偶者（N=560） 2.3% 5.2% 3.4% 0.4% 100.2% 61.7% 38.3%

父親・母親（N=82） 1.2% 6.2% 2.5% 2.5% 101.2% 51.9% 48.1%

子供（N=97） 4.2% 10.4% 8.3% 2.1% 101.0% 67.7% 32.3%

友人（N=47） 2.1% 12.8% 6.4% 0.0% 100.0% 27.7% 72.3%
いつも一人で移動する（N=302） 4.0% 11.0% 6.3% 0.0% 100.7% 43.3% 56.7%

配偶者（N=538） 0.7% 2.4% 1.9% 0.0% 100.0% 83.1% 16.9%

父親・母親（N=86） 1.2% 4.9% 0.0% 0.0% 104.9% 78.0% 22.0%

子供（N=99） 2.2% 3.4% 2.2% 0.0% 111.2% 80.9% 19.1%

友人（N=58） 8.7% 8.7% 4.3% 2.2% 126.1% 37.0% 63.0%
いつも一人で移動する（N=288） 3.5% 10.4% 5.2% 0.3% 100.0% 48.6% 51.4%

休日

平日

ＪＲ 南海電鉄
路線バス（南
海ウイングバ

ス南部）

コミュニティ
バス「さつき

号」
タクシー

自家用車
（自分で運

転）

自家用車
（乗せてもら

う）

配偶者（N=560） 2.7% 20.6% 0.5% 2.7% 0.5% 52.2% 9.5%

父親・母親（N=82） 6.2% 32.1% 0.0% 1.2% 0.0% 42.0% 9.9%

子供（N=97） 4.2% 17.7% 7.3% 0.0% 2.1% 41.7% 26.0%

友人（N=47） 8.5% 51.1% 8.5% 6.4% 0.0% 21.3% 6.4%

いつも一人で移動する（N=302） 4.7% 24.0% 0.0% 6.3% 0.3% 42.3% 1.0%

配偶者（N=538） 2.0% 7.1% 0.4% 2.2% 0.2% 61.3% 21.7%

父親・母親（N=86） 1.2% 18.3% 1.2% 0.0% 0.0% 46.3% 31.7%

子供（N=99） 1.1% 15.7% 4.5% 0.0% 1.1% 51.7% 29.2%

友人（N=58） 6.5% 41.3% 10.9% 4.3% 2.2% 30.4% 6.5%

いつも一人で移動する（N=288） 3.1% 24.3% 0.3% 3.5% 0.7% 46.2% 2.4%

休日

平日
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交通手段別に見た出発時間の状況 1.4.5 
平日 (1) 

 鉄道（JR と南海電鉄）や路線バスは、8 時台までの出発が約 6～7 割、コミュニティバ

ス「さつき号」は 9～10 時台の出発が約 5 割を占める。 
 全ての交通手段において、午前中に出発する割合が高い状況にある。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図 1.15 平日における交通手段別に見た出発時間 

 
  

32.6%

26.7%

19.4%

1.5%

5.3%

9.5%

2.4%

5.8%

7.0%

3.7%

20.0%

32.6%

38.9%

38.7%

12.1%

21.1%

23.5%

10.4%

40.4%

23.3%

22.0%

20.0%

14.0%

17.4%

22.6%

50.0%

31.6%

29.3%

39.2%

25.0%

38.0%

35.4%

35.0%

9.3%

10.7%

9.7%

25.8%

26.3%

16.0%

22.4%

11.5%

12.4%

15.9%

5.0%

4.7%

1.9%

6.5%

6.1%

5.3%

11.8%

14.4%

7.7%

9.3%

11.0%

15.0%

4.7%

3.0%

3.2%

3.0%

5.3%

5.5%

8.8%

7.7%

7.0%

8.5%

0.0%

2.3%

1.5%

0.0%

1.5%

5.3%

4.5%

4.0%

1.9%

3.1%

3.7%

5.0%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

ＪＲ（n=43）

南海電鉄（n=270）

路線バス（南海ウイングバス南部）（n=31）

コミュニティバス「さつき号」（n=66）

タクシー（n=19）

自家用車（自分で運転）（n=550）

自家用車（乗せてもらう）（n=125）

自動二輪・原付（n=52）

自転車（n=129）

徒歩のみ（n=82）

その他（n=20）

～6時台 7～8時台 9～10時台 11～12時台 13～14時台 15～16時台 17時台以降
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休日 (2) 

 鉄道（JR と南海電鉄）、路線バス及びコミュニティバス「さつき号」は 9～10 時台の出

発が約 4～5 割を占める。 
 全ての交通手段において、午前中に出発する割合が高い状況にある。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図 1.16 休日における交通手段別に見た出発時間 

 
 
 
  

3.9%

2.8%

4.0%

1.7%

2.5%

1.8%

10.7%

11.8%

8.3%

13.9%

4.0%

6.3%

2.1%

4.1%

10.1%

10.0%

9.5%

42.9%

50.6%

54.2%

52.8%

40.0%

37.6%

37.7%

44.9%

33.3%

35.0%

42.6%

21.4%

21.3%

29.2%

16.7%

28.0%

21.8%

24.1%

28.6%

23.2%

15.0%

26.0%

17.9%

9.6%

4.2%

13.9%

12.0%

21.9%

27.2%

16.3%

8.7%

17.5%

13.6%

3.6%

1.7%

4.2%

8.0%

7.3%

6.8%

6.1%

13.0%

12.5%

3.6%

3.6%

1.1%

0.0%

4.0%

3.5%

2.1%

11.6%

7.5%

3.0%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

ＪＲ（n=43）

南海電鉄（n=270）

路線バス（南海ウイングバス南部）（n=31）

コミュニティバス「さつき号」（n=66）

タクシー（n=19）

自家用車（自分で運転）（n=550）

自家用車（乗せてもらう）（n=125）

自動二輪・原付（n=52）

自転車（n=129）

徒歩のみ（n=82）

その他（n=20）

～6時台 7～8時台 9～10時台 11～12時台 13～14時台 15～16時台 17時台以降
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バス交通の利便性と必要性 1.4.6 
日常生活を送る上でのバス交通の利便性 (1) 

 「重要」と回答した方が約 26%、次いで「あまり重要でない」と回答した方が約 23%であ

る。 
 地域別で見ると、日常生活を送る上でのバス交通の利便性については、西鳥取地区や下荘地

区は「重要」との回答が多い。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 1.17 バス交通の利便性は日常生活を送る上で重要か 

 

表 1.13 バス交通の利便性は日常生活を送る上で重要か（地域別） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

重要
（重要＋やや重要）

どちらとも
いえない

重要でない（あまり重要
でない＋重要でない）

回答者数（n=1113） 41.4% 21.0% 37.6%

尾崎地区（n=131） 26.7% 23.7% 49.6%

東鳥取地区（n=425） 38.6% 23.5% 37.9%

西鳥取地区（n=241） 46.1% 16.2% 37.8%

下荘地区（n=278） 47.8% 19.1% 33.1%

重要 やや重要
どちらともい

えない
あまり

重要でない
重要で
ない

計

回答者数（n=1113） 25.6% 15.8% 21.0% 22.6% 14.9% 100.0%

尾崎地区（n=131） 13.7% 13.0% 23.7% 23.7% 26.0% 100.0%

東鳥取地区（n=425） 22.1% 16.5% 23.5% 23.5% 14.4% 100.0%

西鳥取地区（n=241） 30.7% 15.4% 16.2% 24.5% 13.3% 100.0%

下荘地区（n=278） 31.7% 16.2% 19.1% 21.6% 11.5% 100.0%

重要

25.6%

やや重要

15.8%

どちらとも

いえない

21.0%

あまり重要

でない

22.6%

重要でない

14.9%

n=1113
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市内のバス交通の必要性 (2) 

 「必要」「やや必要」と回答した方は約 5 割である。 
 市内のバス交通の必要性は、55～64 歳、65～74 歳、75 歳以上で必要（「必要＋「やや必要」）

との回答が約半数を占める。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

図 1.18 市内のバス交通の必要性 

 

表 1.14 市内のバス交通の必要性（年齢別） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

必要
（必要＋やや必要）

どちらとも
いえない

必要でない（あまり必要
でない＋必要でない）

回答者数（n=1121） 50.5% 20.1% 29.4%

15～54歳（n=445） 45.8% 21.8% 32.4%

55～64歳（n=191） 53.9% 15.7% 30.4%

65～74歳（n=281） 51.6% 22.1% 26.3%

75歳以上（n=185） 56.2% 16.8% 27.0%

必要 やや必要
どちらともい

えない
あまり

必要でない
必要で
ない

計

回答者数（n=1121） 31.4% 19.1% 20.1% 18.0% 11.4% 100.0%

15～54歳（n=445） 26.5% 19.3% 21.8% 21.3% 11.0% 100.0%

55～64歳（n=191） 34.6% 19.4% 15.7% 17.3% 13.1% 100.0%

65～74歳（n=281） 32.0% 19.6% 22.1% 17.4% 8.9% 100.0%

75歳以上（n=185） 40.5% 15.7% 16.8% 13.0% 14.1% 100.0%

必要

31.4%

やや必要

19.1%
どちらとも

いえない

20.1%

あまり必要

でない

18.0%

必要でない

11.4%

n=1121
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1.5 市内バスの利用状況 
バス利用の有無 (1) 

 バス利用の有無を年齢別に見ると、74 歳以下の世代はバスを利用しない方（「ほとんど利用

しない」＋「利用したことがない」）が約 7～8 割を占める。 
 

表 1.15 バス利用の有無（年齢別） 

 

 

 

 

 

 

 
市内バスの利用状況（バスを利用する方のみ） (2) 

 バスを利用する方（「よく利用する」＋「時々利用する」）のうち、主に路線バスを利用する

方は 15～54 歳のうち約 6 割、主にコミュニティバスを利用する方は 65～74 歳のうち約 8
割、75 歳以上のうち約 6 割を占める。 

 

表 1.16 市内バスの利用状況 

 

 

 

 

 

 

 
 

バス利用頻度（バスを利用する方のみ） (3) 

 バスを利用する方の利用頻度は、平均週１回の利用であり、週１回以上利用する方は約 4 割

を占める。 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 1.19 バス利用頻度  

主に路線バ
ス（南海ウイ
ングバス南

部）

主にコミュニ
ティバス「さ

つき号」

路線バスと
コミュニティ
バスの両方
を同じ程度
利用する

計

回答者数（n=293） 31.4% 54.6% 14.0% 100.0%

15～54歳（n=93） 55.9% 32.3% 11.8% 100.0%

55～64歳（n=40） 37.5% 45.0% 17.5% 100.0%

65～74歳（n=81） 18.5% 76.5% 4.9% 100.0%

75歳以上（n=73） 12.3% 64.4% 23.3% 100.0%

バス利用頻度 

平均週 1.1 日 

週 1 日以上の利用 

約 37％ 

週に6～7日

2.7% 週に4～5日

6.2%

週に2～3日

14.4%

週に1日

13.7%

2週間に1日

10.3%
3週間に1日

6.2%

1ヵ月に1日

21.6%

2ヵ月に1日

8.9%

3ヵ月に1日

3.1%

3ヵ月に1日

未満

12.7%

n=291

よく
利用する

時々
利用する

ほとんど
利用しない

利用した
ことがない

計

回答者数（n=1127） 6.9% 20.0% 30.6% 42.5% 100.0%

15～54歳（n=443） 4.5% 16.9% 34.1% 44.5% 100.0%

55～64歳（n=190） 5.3% 15.8% 33.7% 45.3% 100.0%

65～74歳（n=279） 5.0% 24.4% 30.5% 40.1% 100.0%

75歳以上（n=194） 17.0% 23.7% 19.6% 39.7% 100.0%
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バスの利用目的（バスを利用する方のみ） (4) 

 主にコミュニティバスを利用する方と、路線バスとコミュニティバスを同程度利用する方

は、買い物目的が多い。主に路線バスを利用する方は娯楽・レジャーや通勤目的が多い。 
 

表 1.17 バスの利用目的（バス別） 

 

 

 

 

 

 

 
バス利用時の目的地（バスを利用する方のみ） (5) 

 バスを利用する方のバス利用時の目的地は、尾崎駅前が最も多く、次いで箱作駅前及び阪南

市役所である。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 1.20 バス利用時の目的地 

  

通勤 通学 買い物 通院
娯楽・

レジャー
その他 計

回答者数（n=290） 12.1% 2.8% 37.6% 17.9% 19.7% 10.0% 100.0%

主に路線バス（南海ウイングバス南
部）（n=90）

26.7% 5.6% 23.3% 2.2% 28.9% 13.3% 100.0%

主にコミュニティバス「さつき号」
（n=155）

6.5% 1.9% 40.0% 25.8% 14.8% 11.0% 100.0%

路線バスとコミュニティバスの両方
を同じ程度利用する（n=39）

2.6% 0.0% 59.0% 20.5% 17.9% 0.0% 100.0%

※出発地及び目的地のバス停の両方を回答したものを対象に集計 

※尾崎駅前は、尾崎駅前バス停と尾崎駅北バス停の総数 

※和泉鳥取駅前は、和泉鳥取駅前バス停と和泉鳥取バス停の総数 

※東鳥取地区内々は、「中村⇒下出」と「緑ヶ丘口⇒滑石田」の総数 

※複数回答

54.5%

18.8%

9.8%

1.8%

2.2%

18.8%

5.4%

0.9%

0% 20% 40% 60% 80%

尾崎駅前

箱作駅前

和泉鳥取駅前

鳥取ノ荘駅前

山中渓駅前

阪南市役所

阪南市民病院

東鳥取地区内々

回答者割合

n=224

N=251
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バスでの移動に対する満足度（バスを利用する方のみ） (6) 

 バスでの移動に対する満足度を見ると、不満（「不満」＋「どちらかといえば不満」）が約 7
割を占める。 

 

 

 

 

 
 
 

図 1.21 バスでの移動に対する満足度 

■バスでの移動に対する不満の理由 

 不満の理由は、「運行本数が少ない」

が最も多く、次いで「利用したい時間

に走っていない」、「鉄道との乗り継ぎ

が悪い」、「バスルートが悪い」の順で

ある。 

 

 

 

 

 

 

図 1.22 バスでの移動に対する不満の理由 

バスを利用しない理由（バスを利用しない方のみ） (7) 

 バスを利用しない方（「ほとんど利用

しない」＋「利用したことがない」）

のバスを利用しない理由は、「自動車

で移動する」が最も多い。 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 

図 1.23 バスを利用しない理由

65.3%

28.3%

23.8%

18.8%

17.2%

15.1%

12.8%

10.2%

8.6%

6.5%

6.5%

6.2%

4.6%

2.9%

2.3%

5.6%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

自動車で移動する

運行本数が少ない

自転車やバイクで移動する

徒歩で移動する

利用したい時間に走っていない

駅が近い

目的地まで時間がかかる

バスルートが悪い

バス停が遠い

目的地にバスが乗り入れていない

バスルートや時刻表の情報が不足

待ち時間が長い

鉄道との乗り継ぎが悪い

時間が不正確

運賃が高い

その他

回答者割合

N=1876

n=794

81.7%

46.3%

23.6%

21.8%

14.0%

13.1%

12.2%

8.7%

6.1%

5.7%

4.4%

5.7%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

運行本数が少ない

利用したい時間に走っていない

鉄道との乗り継ぎが悪い

バスルートが悪い

目的地まで時間がかかる

待ち時間が長い

バス停が遠い

目的地にバスが乗り入れていない

時間が不正確

運賃が高い

バスルートや時刻表の情報が不足

その他

回答者割合

n=204

N=510

不満

27.8%

どちらかとい

えば不満

43.8%

どちらかとい

えば満足

20.1%

満足

8.3%

n=288

不満 

（不満＋どちらかといえば不満） 

約 72％ 
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バスサービスが改善された場合のバス利用の変化 (8) 

 バスサービスが改善された場合のバス利用の変化をバス利用状況別に見ると、バスをよく利

用する方は、バス利用の増加が見込まれる。利用しない方は、サービスが改善されても「今

とほとんど変わらない」との回答が多い。 
 

表 1.18 バスサービスが改善された場合のバス利用の変化（バス利用状況別） 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 

 
バス利用を増加させるために改善すべき項目 (9) 

 バス利用を増加させるために改善すべき項目は、「バスルート」が最も多く、次いで「終発

時刻」、「鉄道や他のバス路線との乗継ぎ」の順である。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図 1.24 バス利用を増加させるために改善すべき項目  

47.7%

41.5%

38.8%

25.7%

24.2%

16.2%

12.6%

10.9%

9.1%

5.1%

4.9%

18.0%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

バスルート

終発時刻

鉄道や他のバス路線との乗継ぎ

決まった区間内で自由に乗降できる

始発時刻

バス待合環境（上屋やベンチ等）

バス乗場の位置や時刻表等の分かりやすさ

バスの運賃

バスの現在位置や遅れ時間等の情報提供

道路幅員が狭い所を小型車両で運行する

他のバスや鉄道との乗継利用時の運賃

その他

回答者割合

N=1148

n=451

今よりももっ
と乗るように

なる

今より少しだ
け乗るように

なる

今とほとんど
変わらない

わからない 計

回答者数（n=1078） 21.3% 21.7% 37.0% 19.9% 100.0%

よく利用する（n=73） 69.9% 21.9% 8.2% 0.0% 100.0%

時々利用する（n=209） 45.9% 35.9% 12.4% 5.7% 100.0%

ほとんど利用しない（n=330） 17.3% 27.0% 40.3% 15.5% 100.0%

利用したことがない（n=453） 5.5% 11.5% 50.6% 32.5% 100.0%
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1.6 公共交通の税負担に関する意識 
コミュニティバス「さつき号」を維持･充実するために、市が経費を負担することについて (1) 

 阪南市では、市民の交通手段を確保するために、コミュニティバス「さつき号」の運行

に年間約 3,700 万円（市民１人あたり年間で約 670 円）の財政負担をしている（平成

26 年度実績）。こうしたなか、バスを維持・充実するために、市が経費を負担する

ことについては、約 9 割が容認している。 

 
 
 

 

 
 
 

図 1.25 バスを維持・充実するために、市が経費を負担することについて 
 

コミュニティバス「さつき号」を維持していくための方法 (2) 

 「可能な限り市が負担すべき」と「運賃の値上げや、路線の縮小や減便もやむを得ない」と

回答した方がともに約 5 割である。 
 コミュニティバス「さつき号」を維持していくための方法は、「可能な限り市が負担すべき」

を選んだ方が、東鳥取校区、朝日校区、舞校区、下荘校区において約 6 割を占める。 
 

表 1.19 コミュニティバス「さつき号」を維持していくための方法 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

便数や路線を充実
させるために、利

用者の運賃の値上
げをせずに市が財

政負担すべき

現状の路線や便数
を維持するため

に、利用者の運賃
の値上げをせずに
市が財政負担すべ

き

便数や路線を充実
させるために、利

用者の運賃を値上
げすべき

現状の路線や便数
を維持するため

に、利用者の運賃
を値上げすべき

市の財政負担を下
げるために、路線
の縮小や減便をす

べき

計

回答者数（n=1043） 26.8% 21.2% 26.1% 16.8% 9.1% 100.0%

尾崎校区（n=118） 22.9% 22.0% 22.0% 22.9% 10.2% 100.0%

上荘校区（n=123） 20.3% 22.0% 20.3% 19.5% 17.9% 100.0%

東鳥取校区（n=130） 23.8% 33.8% 13.1% 18.5% 10.8% 100.0%

朝日校区（n=110） 35.5% 21.8% 10.0% 30.9% 1.8% 100.0%

西鳥取校区（n=81） 21.0% 27.2% 18.5% 19.8% 13.6% 100.0%

舞校区（n=188） 30.3% 28.7% 16.0% 20.2% 4.8% 100.0%

下荘校区（n=176） 26.1% 30.7% 18.2% 18.8% 6.3% 100.0%

桃の木台校区（n=86） 25.6% 26.7% 19.8% 19.8% 8.1% 100.0%

計

回答者数（n=1043） 100.0%

尾崎校区（n=118） 100.0%

上荘校区（n=123） 100.0%

東鳥取校区（n=130） 100.0%

朝日校区（n=110） 100.0%

西鳥取校区（n=81） 100.0%

舞校区（n=188） 100.0%

下荘校区（n=176） 100.0%

桃の木台校区（n=86） 100.0%

59.0% 41.0%

56.8% 43.2%

52.3% 47.7%

57.7% 42.3%

57.3% 42.7%

48.1% 51.9%

48.0% 52.0%

44.9% 55.1%

42.3% 57.7%

可能な限り市が
負担すべき

運賃の値上げや、
路線の縮小や減便もやむを得ない

当然だと思う

27.8%

仕方がない

66.0%

反対

6.3%

n=1087

市が経費を 

負担することに容認 

約 94％ 
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1.7 阪南市の交通に関する現状の満足度と重要度 

 ①～⑤の全ての項目において、優先して充実が求められる項目となっている。 
 阪南市の交通に関する現状の満足度と重要度のうち、満足度の状況を見ると、「③自家用車

がなくても（運転できなくても）気軽に移動ができる」の満足度が最も低く、次いで「⑤駅

周辺を楽しく歩いて回遊ができる」、「①高齢者や障がい者が外出しやすい」の順となってい

る。 
 重要度の状況を見ると、「③自家用車がなくても（運転できなくても）気軽に移動ができる」

が最も高く、次いで「①高齢者や障がい者が外出しやすい」となっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 1.26 阪南市の交通に関する現状の満足度と重要度（市全体） 

 

  

-0.50

0.00

0.50

1.00

1.50

-1.00 -0.75 -0.50 -0.25 0.00 0.25

満足度 高い →

高
い

→
重

要
度

← 低い

←
 低

い

平均：-0.50

4

5

3

2

1

1 高齢者や障がい者が外出しやすい
2 子育てする人が気軽で安全に移動できる
3 自家用車がなくても（運転できなくても）気軽に移動できる
4 阪南市から大阪市や他都市への移動がしやすい
5 駅周辺を楽しく歩いて回遊できる

優先して充実が
求められる項目

重要度：高
満足度：低

継続して充実が
求められる項目

重要度：高
満足度：高

既に市民の
満足度が高い

項目
重要度：低
満足度：高

市民からの
要望が小さい

項目
重要度：低
満足度：低

※「現状の満足度」・「重要度」を以下のとおり点数化 
し、結果の件数に下記の点数を乗じて満足度・重 
要度のレベルを算出 

 
【現状の満足度の点数】 
-2 点： 「１．不満」 
-1 点： 「２．やや不満」 
 0 点： 「３．どちらともいえない」 
 1 点： 「４．やや満足」 
 2 点： 「５．満足」 
【今後の重要度の点数】 
-2 点： 「１．重要でない」 
-1 点： 「２．あまり重要でない」 
 0 点： 「３．どちらともいえない」 
 1 点： 「４．やや重要」 
 2 点： 「５．重要」 
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【参考】校区別（1/2） 

 「④阪南市から大阪市や他都市への移動がしやすい」を見ると、上荘校区、尾崎校区及び西

鳥取校区では、鉄道駅に隣接する校区であるため、他校区に比べ満足度が高い。 
 「⑤駅周辺を楽しく歩いて回遊ができる」を見ると、上荘校区や東鳥取校区では、他校区に

比べて満足度が低い。 

 

■尾崎校区     ■上荘校区 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■東鳥取校区     ■朝日校区 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 1.27 阪南市の交通に関する現状の満足度と重要度（校区別 1/2） 
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3
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1

1 高齢者や障がい者が外出しやすい
2 子育てする人が気軽で安全に移動できる
3 自家用車がなくても（運転できなくても）気軽に移動できる
4 阪南市から大阪市や他都市への移動がしやすい
5 駅周辺を楽しく歩いて回遊できる

優先して充実が
求められる項目

重要度：高
満足度：低

継続して充実が
求められる項目

重要度：高
満足度：高

既に市民の
満足度が高い

項目
重要度：低
満足度：高

市民からの
要望が小さい

項目
重要度：低
満足度：低
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【参考】校区別（2/2） 

 「③自家用車がなくても（運転できなくても）気軽に移動ができる」を見ると、桃の木台校

区や下荘校区では、西鳥取校区や舞校区に比べ、満足度が低い。 
 「②子育てする人が気軽で安全に移動ができる」を見ると、桃の木台校区では、他校区に比

べて満足度が低い。 

 

■西鳥取校区     ■舞校区 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■下荘校区     ■桃の木台校区 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 1.28 阪南市の交通に関する現状の満足度と重要度（校区別 2/2） 
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1 高齢者や障がい者が外出しやすい
2 子育てする人が気軽で安全に移動できる
3 自家用車がなくても（運転できなくても）気軽に移動できる
4 阪南市から大阪市や他都市への移動がしやすい
5 駅周辺を楽しく歩いて回遊できる

優先して充実が
求められる項目

重要度：高
満足度：低

継続して充実が
求められる項目

重要度：高
満足度：高

既に市民の
満足度が高い

項目
重要度：低
満足度：高

市民からの
要望が小さい

項目
重要度：低
満足度：低
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【参考】世代別 

 15～54 歳、55～64 歳、65～74 歳、子育て世代の女性（25～45 歳）は、75 歳以上の方に

比べ、全ての項目において満足度が低い状況にある。 
 「③自家用車がなくても（運転できなくても）気軽に移動ができる」を見ると 15～54 歳、

55～64 歳、65～74 歳、子育て世代の女性（25～45 歳）は、 75 歳以上の方に比べ、満足

度が低い状況にある。 

 

■15～54 歳以上    ■55～64 歳 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■65～74 歳以上    ■75 歳以上 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■子育て世代の女性（25～45 歳） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 1.29 阪南市の交通に関する現状の満足度と重要度（世代別）
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1 高齢者や障がい者が外出しやすい
2 子育てする人が気軽で安全に移動できる
3 自家用車がなくても（運転できなくても）気軽に移動できる
4 阪南市から大阪市や他都市への移動がしやすい
5 駅周辺を楽しく歩いて回遊できる

優先して充実が
求められる項目

重要度：高
満足度：低

継続して充実が
求められる項目
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47.3%

23.8%

8.5%

4.1%

2.5%

2.4%

2.1%

1.2%

2.4%

5.8%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

自動車を運転できなくなってから

身体機能が低下してから

退職してから

就職してから

結婚してから

子供ができてから

子供が独立してから

子供が進学してから

その他

変化しない

回答割合

n=1086

1.8 将来における外出 
将来の外出が変化する時期 (1) 

 将来の外出が変化する時期は、

「自動車を運転できなくなって

から」、「身体機能が低下してか

ら」が多い。 

 

 

 

 

図 1.30 将来の外出が変化する時期 

将来の外出頻度の増減と将来の外出目的 (2) 

 将来の外出頻度の増減は、「今より減ると思う」と回答した方が約 7 割を占める。 
 将来の外出目的は、「買い物」が約 5 割と最も多く、次いで「通院」が約 3 割を占める。 

 

 

 

 

 

 

 

   図 1.31 将来の外出頻度の増減 図 1.32 将来に多くなると思う外出目的 

将来の主な外出先 (3) 

 将来の主な外出先は、「阪南市内」が約

7 割を占め、「尾崎駅周辺」が全体の約

6 割を占めている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

回答数 割合
638 73.8%

尾崎駅周辺（n=492） 492 56.9%
鳥取ノ荘駅周辺（n=46） 46 5.3%
箱作駅周辺（n=17） 17 2.0%
和泉鳥取駅周辺（n=13） 13 1.5%
その他阪南市内（n=64） 64 7.4%
未回答・不明（n=6） 6 0.7%

129 14.9%
泉南市（n=67） 67 7.7%
泉佐野市（n=28） 28 3.2%
岬町（n=6） 6 0.7%
和歌山市（n=22） 22 2.5%
未回答・不明（n=6） 6 0.7%

83 9.6%
大阪市（n=49） 49 5.7%
貝塚市（n=3） 3 0.3%
岸和田市（n=3） 3 0.3%
その他（n=3） 3 0.3%
未回答・不明（n=25） 25 2.9%

6 0.7%
9 1.0%

865 100.0%計（n=865）

阪南市内（n=638）

近隣市町（n=129）

その他大阪府内（n=83）

その他和歌山県内（n=6）
その他府県（n=9）

今より増える

と思う

14.5%

今と変わらな

いと思う

18.5%
今より減ると

思う

66.9%
ｎ=832

通勤

6.5% 通学

0.5%

買い物

47.4%
通院

31.9%

娯楽・レジャー

12.2%

その他

1.6%

n=888

阪南市内

73.8%

近隣市町

14.9%

その他大阪府内

9.6%

その他和歌山県内

0.7%

その他府県

1.0%

n=865

【参考】 将来の主な外出先 

表 1.20 将来の主な外出先の内訳 
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3.8%

23.7%

4.1%

19.6%

2.1%

17.5%

13.1%

1.3%

6.3%

7.9%

0.7%

0% 20% 40% 60%

ＪＲ

南海電鉄

路線バス（南海ウイングバス南部）

コミュニティバス「さつき号」

タクシー

自家用車（自分で運転）

自家用車（乗せてもらう）

自動二輪・原付

自転車

徒歩のみ

その他

回答割合

n=873

将来の外出時における交通手段 (4) 

 将来の外出時における交通手段は、公共交通系の利用が約 5 割を占める。現在の外出時の交

通手段と比べて、公共交通系の利用が増加している（現在の平日の公共交通系利用：約 26％、

現在の休日の公共交通系利用：約 18％）。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
【将来に利用する鉄道駅】    【将来に利用するバス停】 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

図 1.33 将来の外出時における交通手段 

  

公共交通系 
53.3％

自動車系 
30.6％

その他 

16.2％

回答内容 総回答数(N=149) 回答割合

南海樽井駅 2 1.6%

南海尾崎駅 69 56.1%

南海鳥取ノ荘駅 16 13.0%

南海箱作駅 43 35.0%

南海淡輪駅 0 0.0%

JR和泉砂川駅 1 0.8%

JR和泉鳥取駅 16 13.0%

JR山中渓駅 2 1.6%

総回答数 149 121.1%

回答者数 149 -

※複数回答

回答内容 総回答数(N=96) 回答者割合

尾崎駅前 29 32.2%

箱作駅前 8 8.9%

和泉鳥取駅前 4 4.4%

鳥取ノ荘駅前 4 4.4%

山中渓駅前 1 1.1%

阪南市役所 16 17.8%

阪南市民病院 15 16.7%

東鳥取地区内々 10 11.1%

西鳥取地区内々 3 3.3%

下荘地区内々 6 6.7%

総回答数 96 106.7%

回答者数 90 -

※複数回答 

※ 公共交通系、自動車系、その他

の構成比は、以下の交通手段の

合計値である。 
・ 公共交通系：JR、南海電鉄、路

線バス（南海ウイングバス南

部）、コミュニティバス「さつ

き号」、タクシー 
・ 自動車系：自家用車（自分で運

転）、自家用車（乗せてもらう）

・ その他：自動二輪、自転車、徒

歩のみ、その他 
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将来の外出時の移動で重要なもの (5) 

 将来の外出時の移動で重要なものは、1 番目が「安全」、2 番目が「料金」及び「時間」であ

る。 

 

表 1.21 将来の外出時の移動で重要なもの 

  

 

 

 

 

 

自家用車中心の生活から公共交通中心の生活への転換 (6) 

 自家用車中心の生活から公共交

通中心の生活への転換は、「将来、

高齢になるとできると思う」が約

6 割を占める。 

 
 
 
 
 

図 1.34 自家用車中心の生活から公共交通中心の生活への転換

1番目 2番目 3番目 4番目 計

時間（速く移動できる）　（n=899） 27.1% 33.6% 27.4% 11.9% 100.0%

料金（運賃等が安い）　（n=903） 23.6% 36.3% 27.5% 12.6% 100.0%

安全（事故等のリスク低減）　（n=901） 45.0% 22.5% 28.9% 3.7% 100.0%

楽しさ（友人や家族との交流）　（n=891） 5.2% 7.3% 15.9% 71.6% 100.0%

既に公共交通が中心

の生活

11.1%

たまにならできると

思う

14.2%将来、高齢になると

できると思う

55.3%

現状の公共交通の状

況だとできない・

変わらないと思う

19.4%

n=1067
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1.9 尾崎駅周辺のまちづくりのあり方 
南海本線尾崎駅や尾崎駅周辺の施設や店舗の利用状況 (1) 

 南海本線尾崎駅や尾崎駅周辺の施設や店舗の利用状況としては、約 9 割が利用している。 

 

 

 

 

 

 

図 1.35 南海本線尾崎駅や尾崎駅周辺の施設や店舗の利用状況 

南海本線尾崎駅や尾崎駅周辺の施設や店舗までの交通手段 (2) 

 南海本線尾崎駅や尾崎駅周辺の施設や店舗までの交通手段は、約 6 割が自動車系を利用して

いる。公共交通系の利用は約 1 割である。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 1.36 南海本線尾崎駅や尾崎駅周辺の施設や店舗までの交通手段 

 

尾崎駅周辺で特に充実すべき機能 (3) 

 尾崎駅周辺で特に充実すべき機能は、

「商業・業務機能」が最も多く、次い

で「医療・福祉機能」、「バスのアクセ

ス機能」、「にぎわい空間機能」、「自家

用車のアクセス機能」の順である。 

 

 

 

 

 

図 1.37 尾崎駅周辺で特に充実すべき機能  

35.7%

28.6%

7.1%

8.1%

33.8%

37.4%

43.8%

19.5%

5.0%

11.7%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

バスのアクセス機能

自家用車のアクセス機能

タクシーのアクセス機能

自転車のアクセス機能

にぎわい空間機能

医療・福祉機能

商業・業務機能

文化・スポーツ機能

上記以外に必要だと思う機能

特になし

回答者割合

N=2463

n=1068

利用する

44.4%

ときどき利用

する

41.2%

利用しない

14.4%

n=1094

南海本線尾崎駅や尾崎駅周辺

の施設や店舗を利用する 

約 86％ 

1.6%

10.7%

0.5%

49.1%

11.6%

2.8%

12.7%

8.6%

2.3%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

路線バス（南海ウイングバス南部）

コミュニティバス「さつき号」

タクシー

自家用車（自分で運転）

自家用車（乗せてもらう）

自動二輪・原付

自転車

徒歩のみ

その他

回答数

ｎ=915

公共交通系 

12.9％ 

自動車系 

60.7％ 

その他 

26.4％ 

※複数回答

※ 公共交通系、自動車系、そ

の他の構成比は、以下の交

通手段の合計値である。 
・ 公共交通系：JR、南海電鉄、

路線バス（南海ウイングバ

ス南部）、コミュニティバ

ス「さつき号」、タクシー 
・ 自動車系：自家用車（自分

で運転）、自家用車（乗せ

てもらう） 
・ その他：自動二輪、自転車、

徒歩のみ、その他 
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1.10 ご近所付き合いの状況 
ご近所付き合いの程度 (1) 

 ご近所付き合いは、「あいさつ程度の最小限の付き合い」が約 5 割で最も多く、次いで「日

常的に立ち話をする程度」が約 3 割を占める。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 1.38 ご近所付き合いの程度 

 

地域活動の参加状況 (2) 

 地域活動の参加状況は、下荘校区や舞校区では「よく参加している」の割合が、他校区に比

べ高い。 

 

表 1.22 地域活動の参加状況（校区別） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
  

47.6%

33.4%

10.1%

5.4%

3.5%

0% 20% 40% 60%

あいさつ程度の最小限の

付き合いしかしていない

日常的に立ち話をする程度の

付き合いをしている

時々、お互いの家で交流したり、

外で一緒に食事を楽しんだりする人がいる

互いに色々相談したり、

生活面で協力し合う人がいる

付き合いはまったくない

回答割合

n=1120
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1.11 自由意見 
住民アンケート調査における全体の自由意見の内訳を以下に示す。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
1．バスの運行本数に関する意見 

 
 
 
 
 
 
  

1 バスの運行本数に関する意見 69

2 バスのダイヤに関する意見 67

3 バスの路線(既存）に関する意見 28

4 南海電鉄に関する意見 22

5 運賃について 20

6 バスの車両に関する意見 18

7 駅・病院・商業施設にバス停を作ってほしい 15

8 バス停を増やしてほしい 14

9 尾崎駅周辺に関する意見 13

10 道路について 13

11 バスの路線(新規増設）に関する意見 12

12 バスの情報・PR不足 11

13 今はバスを利用しないが、将来利用するかもしれない 11

14 バスを利用していない 10

15 現在ルートの逆廻り希望 8

16 その他バスに関する意見 7

17 乗合タクシー要望・タクシーに関する意見 7

18 予算について 7

19 バス停の施設（ベンチ・屋根）について 6

20 バス停以外での乗降希望 4

21 バスの運転・運転手に関する意見 3

22 イオンへ行くバス復活希望 3

23 その他の意見 64

24 特になし 7

439

353

回答数　合計

回答者数

コミュニティバス 路線バス 区分なし 合計

増便希望 39 6 23 68

減便希望 1 0 0 1

合計 40 6 23 69
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2．バスのダイヤに関する意見 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
3．運賃について 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

※運賃についての回答（回答数：20）について、上記 11 項目に分類している。 

 
  

1 運転免許証返納制度を活用した運賃割引について 2

2 運賃割引について 2

3 運賃制度の公平性について 1

4 通園・通学用の運賃割引を導入してほしい 1

5 赤字なのであれば値上げしても良いのでは 2

6 回数券や定期券を導入してほしい 3

7 バスを無料にしてほしい 2

8 値上げするのであればサービス水準も上げるべき 7

9 運賃が高い 1

10 運賃100円は続けてほしい 1

11 その他 1

23合計

コミュニティバス 路線バス 区分なし 合計

朝便希望 5 0 2 7

昼便希望 2 0 1 3

夜便希望 12 1 5 18

朝・夜便希望 6 0 4 10

電車との連携 7 1 3 11

区分なし 13 0 5 18

合計 45 2 20 67
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2. バス利用実態調査 
2.1 バス利用実態調査概要 

路線バス及びコミュニティバス「さつき号」の利用実態を把握するため、以下の調査実施要領

に基づき調査を実施した。 
 

調査対象 (1) 

路線バス及びコミュニティバス「さつき号」の利用者 
 

調査日時 (2) 

平成 29 年 4 月 24 日（月） 始発便から終

発便まで（5 時台～22 時台の 18 時間） 
 

調査方法 (3) 

路線ごとに調査員を配置し、バス利用者の乗

車時に調査票を手渡し、バス車内設置の回収

箱あるいは調査員により回収 
 

主な調査項目 (4) 

バス利用者属性、バス停間 OD 等 

図 2.1 調査時の様子 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 2.2 調査対象路線  
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2.2 路線バス 
利用者数 2.2.1 

 調査日（平成 29 年 4 月 24 日(月)）の利用者数は、合計で 875 人である。 
 路線別では、阪南スカイタウン線が 536 人と最も多く、次いで尾崎線が 339 人である。 
 １便あたり利用者数は、阪南スカイタウン線 12.8 人/便と最も多く、次いで尾崎線が 10.0

人/便である。 
 路線別の利用者の割合は、阪南スカイタウン線が最も多く利用者全体の約 61％を占め、次

いで尾崎線が約 39％である。 

  

表 2.1 路線バス利用者数（路線別） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図 2.3 路線バス利用者数（路線別） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

図 2.4 路線バス路線別利用者の割合 
 

  

単位：人

路線名 利用者数 男性 女性

小学生以
下

（～12歳
未満）

中学生以
上の学生
（12～
20歳未

満）

成人1
（20～
40歳未

満）

成人2
（40～
65歳未

満）

高齢者
（65歳以

上）

1便
あたり

利用者数

運行便数
（便/
日）

尾崎線 339 153 186 0 61 113 90 75 10.0 34

阪南スカイタウン線 536 306 230 3 103 201 186 43 12.8 42

合計 875 459 416 3 164 314 276 118 11.5 76

0

3

61

103

113

201

90

186

75

43

339

536

0 100 200 300 400 500 600

尾崎線

阪南

スカイタウン線

小学生以下

（～12歳未満）

中学生以上の学生

（12～20歳未満）

成人1

（20～40歳未満）

成人2

（40～65歳未満）

高齢者

（65歳以上）

利用者数（人）

尾崎線

38.7%

阪南

スカイタウン線

61.3%

（n=875）
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年齢別に見た利用者数 2.2.2 

 尾崎線は、「成人 1（20～40 歳未満）」が約 33％と最も多く、次いで「成人 2（40～65 歳未

満）」が約 27％、「高齢者（65 歳以上）」が約 22％、「中学生以上の学生（12～20 歳未満）」

が約 18％を占める。 
 阪南スカイタウン線は、「成人 1（20～40 歳未満）」が約 38％と最も多く、次いで「成人 2

（40～65 歳未満）」が約 35％、「中学生以上の学生（12～20 歳未満）」が約 19％、「高齢者

（65 歳以上）」が約 8％を占める。 
 「高齢者（65 歳以上）」の利用は、尾崎線が阪南スカイタウン線に比べて多い。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 2.5 路線バス利用者の年齢（路線別） 

運行時間帯別 2.2.3 
尾崎線 (1) 

 尾崎線の時間帯別利用者数は、「7 時台」が 49 人/時と最も多く、次いで「18 時台」が 31
人/時、「6 時台」が 30 人/時、「15 時台」が 29 人/時である。 

 通勤・通学時間帯や帰宅時間帯をはじめ、10～11 時台の利用も多い。 
 8～12 時台では高齢者（65 歳以上）の利用が目立つ。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 2.6 時間帯別利用者数（尾崎線） 
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阪南スカイタウン線 (2) 

 阪南スカイタウン線の時間帯別利用者数は、「6～7 時台」が 76 人/時と最も多く、次いで「19
時台」が 71 人/時、「18 時台」が 50 人/時、「20 時台」が 38 人/時である。 

 通勤・通学時間帯や帰宅時間帯での利用が多い。 
 昼間時間帯利用は、尾崎線と比べやや少ない。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 2.7 時間帯別利用者数（阪南スカイタウン線） 

バス停別乗降人員 2.2.4 
尾崎線 (1) 

 尾崎線のバス停別乗降人員は、「尾崎駅前」が 317 人と最も多く、次いで「和泉鳥取」が 84
人、「小川口」が 61 人、「玉田」が 59 人、「中村西口」が 37 人である。 

 

表 2.2 バス停別乗降人員（尾崎線） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

34

76 76

22

15 16
13 13

16

8
12 12

22

50

71

38

29

13

0
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80
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高齢者

（65歳以上）

成人2
（40歳～65歳未満）

成人1
（20～40歳未満）

中学生以上の学生

（12～20歳未満)
小学生以下

（～12歳未満）

利
用

者
数

（
人
/時

）

運行時間（時）

単位：人
No. バス停名称 乗車 降車 乗降計
1 尾崎駅前 164 153 317
2 下出 3 2 5
3 中村 5 8 13
4 自然田 10 8 18
5 芝出 5 7 12
6 平見 15 11 26
7 和泉鳥取 40 44 84
8 玉田 29 30 59
9 小川口 36 25 61
10 波太神社前 8 9 17
11 石田 10 12 22
12 中村西口 13 24 37
13 三本松 1 2 3
14 黒田 0 4 4

339 339 678総計
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図 2.8 バス停別乗降人員（尾崎線） 

 
阪南スカイタウン線 (2) 

 阪南スカイタウン線のバス停別乗降人員は、「箱作駅前」が 536 人と最も多く、次いで「桃

の木台六丁目」が 109 人、「桃の木台四丁目」が 84 人、「桃の木台三丁目」が 81 人、「桃の

木台五丁目」が 78 人である。 
 

表 2.3 バス停別乗降人員（阪南スカイタウン線） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図 2.9 バス停別乗降人員（阪南スカイタウン線） 
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No. バス停名称 乗車 降車 乗降計
1 箱作駅前 267 269 536
2 桃の木台一丁目 29 34 63
3 桃の木台二丁目 11 24 35
4 桃の木台五丁目 32 46 78
5 桃の木台六丁目 52 57 109
6 桃の木台小学校前 29 15 44
7 桃の木台七丁目 18 24 42
8 桃の木台四丁目 42 42 84
9 桃の木台三丁目 56 25 81

536 536 1,072総計
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尾崎駅前時間帯別乗降人員 2.2.5 

 尾崎駅前バス停での時間帯別乗降人員を見ると、降車人員は通勤時間帯である「7 時台」が

最も多く、次いで「6 時台」、下校時間帯の「15 時台」である。 
 乗車人員は、通勤先からの帰宅時間帯である「18 時台」が最も多く、次いで「19 時台」、

朝の通勤時間帯の「7 時台」である。 
 

表 2.4 尾崎駅前時間帯別乗降人員 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

図 2.10 尾崎駅前時間帯別乗降人員 
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運行

時間帯
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箱作駅前時間帯別乗降人員 2.2.6 

 箱作駅前バス停での時間帯別乗降人員を見ると、降車人員は通勤時間帯である「6 時台」が

最も多く、次いで「7 時台」、「5 時台」である。 
 乗車人員は、通勤先からの帰宅時間帯である「19 時台」が最も多く、次いで「18 時台」 、 

「20 時台」で、夕方以降で多い。 
 

表 2.5 箱作駅前時間帯別乗降人員 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図 2.11 箱作駅前時間帯別乗降人員 
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総計 267 269 536
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OD 集計結果 2.2.7 
尾崎線 (1) 

 尾崎駅前を起点・終点とした利用が多い。 
 「尾崎駅前」バス停と「和泉鳥取」バス停間での利用が最も多く、次いでさつき台の北端に

位置する「小川口」バス停、大阪リハビリテーション病院等が最寄りの「玉田」バス停であ

る。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図 2.12 OD 図（尾崎線） 
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阪南スカイタウン線 (2) 

 箱作駅前を起点・終点とした利用が多い。 
 「箱作駅前」バス停と「桃の木台六丁目」バス停間での利用が最も多く、次いで「桃の木台

四丁目」バス停、「桃の木台三丁目」バス停である。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図 2.13 OD 図（阪南スカイタウン線） 
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2.3 コミュニティバス「さつき号」 
利用者数 2.3.1 

 調査日（平成 29 年 4 月 24 日(月)）の利用者数は、合計で 558 人である。 
 コース別では、「光陽台・舞コース」が 159 人と最も多く、次いで「いずみが丘・箱の浦コ

ース」が 137 人、「緑ヶ丘・さつき台コース」が 106 人であり、「尾崎コース」が最も少な

く 33 人である。 
 １便あたり利用者数は、「光陽台・舞コース」が 19.9 人/便と最も多く、次いで「いずみが

丘・箱の浦コース」が 19.6 人/便、「緑ヶ丘・さつき台コース」が 17.7 人/便であり、「尾崎

コース」が最も少なく 6.6 人/便である。 
 コース別の利用者は、「光陽台・舞コース」が最も多く利用者全体の約 29％を占め、次いで

「いずみが丘・箱の浦コース」が約 25％、「緑ヶ丘・さつき台コース」が約 19％を占め、「尾

崎コース」が最も少なく約 6％である。 
 

表 2.6 コミュニティバス「さつき号」利用者数（コース別） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図 2.14 コミュニティバス「さつき号」利用者数（コース別） 

 
 
 
 
 
 
 

図 2.15 コミュニティバス「さつき号」コース別利用者の割合 

単位：人

コース名 利用者数 男性 女性
小学生以下
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未満）
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の学生
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歳未満）

成人1
（20～40
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成人2
（40～65
歳未満）

高齢者
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上）

1便あたり
利用者数

運行便数
（便/日）

尾崎 33 5 28 0 0 1 1 31 6.6 5

山中渓・桜ヶ丘 56 19 37 0 5 6 14 31 11.2 5

緑ヶ丘・さつき台 106 35 71 0 3 7 18 78 17.7 6
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いずみが丘・箱の浦 137 49 88 1 3 5 26 102 19.6 7
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12.0%

いずみが丘・箱の浦

24.6%

（n=558）
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年齢別に見た利用者数 2.3.2 

 年齢は、「高齢者（65 歳以上）」が約 72％と最も多く、次いで「成人 2（40～65 歳未満）」

が約 19％を占める。 
 尾崎コースが「高齢者（65 歳以上）」の占める割合が約 94％と最も多く、次いで光陽台・

舞コースが約 77％、いずみが丘・箱の浦コースが約 75％、緑ヶ丘・さつき台コースが約 74％、

桃の木台・万葉台コースが約 60％、山中渓・桜ヶ丘コースが約 55％である。 
 山中渓・桜ヶ丘コース、緑ヶ丘・さつき台コース、桃の木台・万葉台コース及びいずみが丘・

箱の浦コースでは、「中学生以上の学生（12～20 歳未満）」の利用が見受けられる。 
 また、いずみが丘・箱の浦コースでは、「小学生以下（12 歳未満）」の利用が見受けられる。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図 2.16 コミュニティバス「さつき号」利用者の年齢（コース別） 
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10.4%
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18.8%

3.0%
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17.0%

17.0%
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93.9%

55.4%

73.6%

76.7%

59.7%

74.5%

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

合計（n=558）

尾崎（n=33）

山中渓

・桜ヶ丘（n=56）

緑ヶ丘

・さつき台（n=106）

光陽台・舞（n=159）

桃の木台

・万葉台（n=67）

いずみが丘・箱の浦

（n=137）

小学生以下（～12歳未満） 中学生以上の学生（12～20歳未満）

成人1（20～40歳未満） 成人2（40～65歳未満）

高齢者（65歳以上）
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運行時間帯別【全コース】 2.3.3 

 運行時間帯別利用者数は、「8 時台」が 86 人/時と最も多く、次いで「10 時台」が 76 人/時、

「13 時台」が 68 人/時、「9 時台」が 58 人/時である。 
 午前中から昼過ぎにかけての時間帯での利用が多い。 
 各時間帯において、高齢者（65 歳以上）の利用が多い。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図 2.17 時間帯別利用者数（全コース） 

運行便別【コース別】 2.3.4 

 運行便別利用者数は、各コースにおいて午前中から昼過ぎに始発バス停を出発する便で利用

が多い傾向にある。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図 2.18 運行便別利用者数（コース別） 
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バス停別乗降者人員 2.3.5 

 コミュニティバス「さつき号」のバス停別乗降者人員（全バス停 92 ヵ所）を見ると、「阪南

市役所」が 225 人と最も多く、次いで「阪南市民病院」が 136 人、「尾崎駅前」が 97 人、

「箱作駅前」が 42 人、「鳥取ノ荘駅前（上り・下り）」が 39 人、「和泉鳥取駅前」が 31 人

である。 
 阪南市中心部や市内鉄道駅の最寄りバス停での乗降者が多い。 
 「阪南市民病院」は、降車人員（38 人）に比べ、乗車人員（98 人）が多く、「尾崎駅前」

は、乗車人員（12 人）に比べ、降車人員（85 人）が多い。 
 乗降人員が 0 人のバス停が 7 ヵ所、1 人が 6 ヵ所、2 人が 10 ヵ所である。 

 

表 2.7 バス停別乗降人員（1/2） 

  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  

尾
崎

山
中
渓
・
桜
ヶ

丘

緑
ヶ

丘
・
さ
つ
き
台

光
陽
台
・
舞

桃
の
木
台
・
万
葉
台

い
ず
み
が
丘
・
箱
の
浦

1 阪南市役所 225 119 106 〇 〇 〇 〇 〇 〇

2 阪南市民病院 136 98 38 〇 〇 〇 〇 〇 〇

3 尾崎駅前 97 12 85 〇 〇 〇 〇 〇 〇

4 箱作駅前 42 19 23 〇 〇

5 鳥取ノ荘駅前（上り・下り） 39 29 10 〇 〇

6 和泉鳥取駅前 31 11 20 〇 〇

7 舞5丁目口 26 5 21 〇

8 舞4丁目 22 9 13 〇

9 光陽台4丁目 19 7 12 〇

10 中村西口 18 8 10 〇 〇

10 南山中 18 10 8 〇

10 保健センター 18 11 7 〇 〇 〇 〇 〇 〇

13 光陽台3号公園 17 9 8 〇

14 光陽台2丁目西 16 6 10 〇

15 はつめ公園 15 7 8 〇

15 尾崎町4丁目（上り・下り） 15 7 8 〇

15 桜ヶ丘 15 10 5 〇

18 鴻和住民センター 14 6 8 〇

18 貝掛（上り・下り） 14 11 3 〇 〇

20 光陽台2丁目 13 6 7 〇

21 箱の浦東 12 6 6 〇

22 鴻和北 10 5 5 〇

23 舞2丁目北 9 3 6 〇

23 箱の浦南 9 5 4 〇

23 玉田 9 7 2 〇

26 黒田 8 1 7 〇 〇 〇

26 王子原 8 2 6 〇

26 音羽池 8 4 4 〇

26 桃の木台1丁目（上り・下り） 8 5 3 〇

26 桃の木台4丁目 8 5 3 〇

31 桃の木台6丁目 7 3 4 〇

31 尾崎町7丁目（上り・下り） 7 3 4 〇

31 菟砥橋 7 4 3 〇

31 舞4丁目北 7 4 3 〇

31 箱の浦東住民センター 7 5 2 〇

乗
降
人
員
（

人
）

乗
者
人
員
（

人
）

降
者
人
員
（

人
）

運行コース

順
位

バ
ス
停
名
称
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表 2.8 バス停別乗降人員（2/2） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

尾
崎

山
中
渓
・
桜
ヶ

丘

緑
ヶ

丘
・
さ
つ
き
台

光
陽
台
・
舞

桃
の
木
台
・
万
葉
台

い
ず
み
が
丘
・
箱
の
浦

36 滑石田（上り・下り） 6 2 4 〇

36 さつき台減圧場 6 3 3 〇

36 鳥取三井 6 3 3 〇

36 緑ヶ丘３丁目北 6 3 3 〇

36 石谷池 6 4 2 〇

36 舞1丁目南 6 4 2 〇

36 石田 6 5 1 〇 〇

36 箱の浦西 6 5 1 〇

36 箱の浦北 6 5 1 〇

36 舞3丁目 6 5 1 〇

46 おざき出会い館 5 0 5 〇 〇 〇 〇 〇 〇

46 いずみが丘口 5 1 4 〇

46 平見 5 1 4 〇

46 桃の木台5丁目 5 2 3 〇

46 いずみが丘中 5 3 2 〇

46 総合体育館前 5 3 2 〇

46 緑ヶ丘２丁目 5 3 2 〇

46 波太神社前 5 4 1 〇 〇

54 自然田 4 1 3 〇

54 箱作公園前 4 1 3 〇

54 緑ヶ丘３丁目 4 1 3 〇

54 桃の木台7丁目 4 2 2 〇

54 舞1丁目北 4 2 2 〇

54 下出 4 3 1 〇 〇

54 万葉台住民センター 4 3 1 〇

54 加茂神社 4 4 0 〇

62 さつき台南 3 0 3 〇

62 芝出 3 0 3 〇

62 泉鳥取高校 3 0 3 〇

62 さつき台２丁目 3 1 2 〇

62 小川口 3 2 1 〇

62 桃の木台3丁目 3 2 1 〇

62 ふれ愛ホーム前 3 3 0 〇 〇

62 緑ヶ丘口 3 3 0 〇

70 向田橋 2 0 2 〇

70 三本松 2 0 2 〇 〇 〇

70 新町 2 0 2 〇

70 万葉台第1児童遊園 2 0 2 〇

70 桑畑 2 1 1 〇

70 中村 2 1 1 〇

70 尾崎町8丁目西 2 1 1 〇

70 山中渓駅前 2 2 0 〇

70 桃の木台2丁目 2 2 0 〇

70 和泉鳥取荘前 2 2 0 〇

80 マリンタウン福島 1 0 1 〇

80 尾崎駅北 1 0 1 〇

80 尾崎公団北 1 0 1 〇

80 滑下橋（上り・下り） 1 1 0 〇

80 鳥取中 1 1 0 〇 〇

80 和泉鳥取中 1 1 0 〇

86 桃の木台小学校前 0 0 0 〇

86 福島第3児童遊園 0 0 0 〇

86 阪南市役所分室前 0 0 0 〇

86 鳥取東中学校 0 0 0 〇

86 さつき台受水場 0 0 0 〇

86 桑畑口 0 0 0 〇

86 温水プール 0 0 0 〇

1,116 558 558 - - - - - -

乗
降
人
員
（

人
）

乗
者
人
員
（

人
）

降
者
人
員
（

人
）

運行コース

合計

順
位

バ
ス
停
名
称



 

  

48 

                        

図
 2

.1
9 

バ
ス

停
別

乗
降
人
員

の
状
況

 



 

49 
 

区間別乗車人員 2.3.6 
尾崎コース (1) 

 コース別に各運行便における区間別乗車人員（当該バス停を発車した時点で乗車している利

用者数）を見ると、尾崎コースでは、第 1 便の「尾崎町 7 丁目（上り）」から「尾崎駅北」

までの 12 人/便が最も多い。 
 

表 2.9 運行便別利用者数（尾崎コース） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12
阪
南
市
役
所

阪
南
市
民
病
院

尾
崎
駅
前

お
ざ
き
出
会
い
館

尾
崎
町
4
丁
目

（
下
り

）

尾
崎
町
7
丁
目

（
下
り

）

尾
崎
公
団
北

尾
崎
町
8
丁
目
西

福
島
第
3
児
童
遊
園

マ
リ
ン
タ
ウ
ン
福
島

菟
砥
橋

温
水
プ
ー

ル

乗者数 0 0 0 0 5 2 0 0 0 0 4 0

降者数 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

乗車人員 0 0 0 0 5 7 7 7 7 7 11 11

乗者数 1 9 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

降者数 0 0 0 0 5 2 0 0 0 1 2 0

乗車人員 1 10 10 10 5 3 3 3 3 2 0 0

乗者数 0 2 0 0 2 0 0 1 0 0 0 0

降者数 0 0 0 0 0 1 0 0 0 0 1 0

乗車人員 0 2 2 2 4 3 3 4 4 4 3 3

乗者数 0 4 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

降者数 0 0 0 0 3 0 0 1 0 0 0 0

乗車人員 0 4 4 4 1 1 1 0 0 0 0 0

乗者数 0 1 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0

降者数 0 0 0 0 0 1 1 0 0 0 0 0

乗車人員 0 1 2 2 2 1 0 0 0 0 0 0

第1便

第2便

第3便

第4便

第5便

※山中渓・桜ヶ丘コースのバス停を示す。

13 14 15 16 17 18 19 20 21 山3

尾
崎

町

7

丁
目

（
上

り

）

尾
崎

町

4

丁
目

（
上

り

）

お
ざ

き

出

会
い

館

尾
崎

駅

北

新
町

阪
南

市

役

所
分

室

前

保
健

セ

ン

タ
ー

阪
南

市

役

所

阪
南

市

民

病
院

阪
南

市

民

病
院

※

乗者数 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 12

降者数 0 0 0 1 2 0 1 1 7 0 12

乗車人員 12 12 12 11 9 9 8 7 0 0 -

乗者数 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 10

降者数 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 10

乗車人員 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 -

乗者数 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 5

降者数 0 0 0 0 0 0 0 0 0 3 5

乗車人員 3 3 3 3 3 3 3 3 3 0 -

乗者数 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 4

降者数 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 4

乗車人員 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 -

乗者数 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 2

降者数 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 2

乗車人員 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 -

合計

第1便

第2便

第3便

第4便

第5便
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051015202530

阪 南 市 役 所

阪 南 市 民 病 院

尾 崎 駅 前

お ざ き 出 会 い 館

尾 崎 町 4 丁 目 （ 下 り ）

尾 崎 町 7 丁 目 （ 下 り ）

尾 崎 公 団 北

尾 崎 町 8 丁 目 西

福 島 第 3 児 童 遊 園

マ リ ン タ ウ ン 福 島

菟 砥 橋

温 水 プ ー ル

尾 崎 町 7 丁 目 （ 上 り ）

尾 崎 町 4 丁 目 （ 上 り ）

お ざ き 出 会 い 館

尾 崎 駅 北

新 町
阪 南 市 役 所 分 室 前

保 健 セ ン タ ー

阪 南 市 役 所

阪 南 市 民 病 院

阪 南 市 民 病 院 ※

第
1便

阪
南

市
役

所
9：
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発
第
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阪
南

市
役

所
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：
14

発
第
3便
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南

市
役

所
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：
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発

第
4便

阪
南

市
役

所
15

：
40

発
第
5便

阪
南

市
役

所
17

：
24

発

乗車人員（人/便）

座
席

定
員

1
5

人

図
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.2
0 

運
行

便
別

利
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数
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尾
崎

コ
ー

ス
）

 

※
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中
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ス

停
を

示
す

。
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山中渓・桜ヶ丘コース (2) 

 山中渓・桜ヶ丘コースでは、第 2 便の「ふれ愛ホーム前」から「尾崎駅前」までの 12 人/
便が最も多い。 

 
表 2.10 運行便別利用者数（山中渓・桜ヶ丘コース） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

  

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  

※光陽台・舞コースのバス停を示す。

：尾崎コースからの乗継利用者1人を示す。

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15
保
健
セ
ン
タ
ー

阪
南
市
役
所

阪
南
市
民
病
院

尾
崎
駅
前

下
出

和
泉
鳥
取
駅
前

滑
石
田

（
下
り

）

滑
下
橋

（
下
り

）

向
田
橋

山
中
渓
駅
前

王
子
原

滑
下
橋

（
上
り

）

滑
石
田

（
上
り

）

和
泉
鳥
取
駅
前

和
泉
鳥
取
荘
前

乗者数 0 2 0 1 0 1 0 0 0 0 0 1 1 1 0

降者数 0 0 0 0 0 2 0 0 0 0 0 0 0 0 0

乗車人員 0 2 2 3 3 2 2 2 2 2 2 3 4 5 5

乗者数 0 5 0 1 0 0 0 0 0 1 1 0 0 0 2

降者数 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 6 0 0 1 0

乗車人員 0 5 5 6 6 6 6 6 6 7 2 2 2 1 3

乗者数 0 1 2 1 1 0 1 0 0 1 0 0 0 0 0

降者数 0 0 0 0 0 2 0 0 0 0 0 0 0 0 0

乗車人員 0 1 3 4 5 3 4 4 4 5 5 5 5 5 5

乗者数 3 0 6 1 1 0 0 0 0 0 0 0 0 1 0

降者数 0 0 3 0 0 2 3 0 1 0 0 0 0 0 0

乗車人員 3 3 6 7 8 6 3 3 2 2 2 2 2 3 3

乗者数 0 1 1 1 0 0 0 0 0 0 1 0 0 2 0

降者数 0 0 0 0 0 1 1 0 1 0 0 0 0 0 0

乗車人員 0 1 2 3 3 2 1 1 0 0 1 1 1 3 3

第5便

第4便

第3便

第2便

第1便

16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 光11
桜

ヶ
丘

鳥
取
東
中
学
校

和
泉
鳥
取
中

ふ
れ
愛
ホ
ー

ム
前

鳥
取
中

三
本
松

黒
田

尾
崎
駅
前

お
ざ
き
出
会
い
館

阪
南
市
民
病
院

阪
南
市
役
所

舞
5
丁
目
口
※

乗者数 2 0 0 0 1 0 0 0 0 0 0 0 10

降者数 0 0 0 0 0 0 1 6 0 1 0 0 10

乗車人員 7 7 7 7 8 8 7 1 1 0 0 0 -

乗者数 7 0 1 1 0 0 0 0 0 0 0 0 19

降者数 0 0 0 0 0 0 0 10 0 2 0 0 19

乗車人員 10 10 11 12 12 12 12 2 2 0 0 0 -

乗者数 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 7

降者数 3 0 0 0 0 0 0 1 0 1 0 0 7

乗車人員 2 2 2 2 2 2 2 1 1 0 0 0 -

乗者数 0 0 0 2 0 0 1 1 0 0 0 0 16

降者数 2 0 0 0 0 0 0 1 0 2 1 1 16

乗車人員 1 1 1 3 3 3 4 4 4 2 1 0 -

乗者数 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 7

降者数 0 0 0 0 0 0 0 4 0 0 0 0 7

乗車人員 4 4 4 4 4 4 4 0 0 0 0 0 -

第5便

第4便

第3便

第2便

第1便

合計
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051015202530

保 健 セ ン タ ー

阪 南 市 役 所

阪 南 市 民 病 院

尾 崎 駅 前

下 出
和 泉 鳥 取 駅 前

滑 石 田 （ 下 り ）

滑 下 橋 （ 下 り ）

向 田 橋

山 中 渓 駅 前

王 子 原

滑 下 橋 （ 上 り ）

滑 石 田 （ 上 り ）

和 泉 鳥 取 駅 前

和 泉 鳥 取 荘 前

桜 ヶ 丘

鳥 取 東 中 学 校

和 泉 鳥 取 中

ふ れ 愛 ホ ー ム 前

鳥 取 中

三 本 松

黒 田
尾 崎 駅 前

お ざ き 出 会 い 館

阪 南 市 民 病 院

阪 南 市 役 所

舞 5 丁 目 口 ※

第
1便

阪
南

市
役

所
7：
27

発
第
2便

阪
南

市
役

所
8：
54

発
第
3便

阪
南

市
役

所
11

：
43

発

第
4便

保
健

セ
ン

タ
ー

13
：
55

発
第
5便

保
健

セ
ン

タ
ー

15
：
51

発

乗車人員（人/便）

座
席

定
員

1
5

人

図
 2

.2
1 

運
行

便
別

利
用

者
数

（
山
中

渓
・

桜
ヶ
丘
コ

ー
ス

）
 

※
光

陽
台

・
舞

コ
ー

ス
の

バ
ス

停
を

示
す

。
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緑ヶ丘・さつき台コース (3) 

 緑ヶ丘・さつき台コースでは、第 4 便の「下出」から「自然田」までの 19 人/便が最も多く、

次いで第 2 便の「波太神社前」から「石田」までが 17 人/便であり、座席定員の 15 人を上

回っている。 
 

表 2.11 運行便別利用者数（緑ヶ丘・さつき台コース） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  

※いずみが丘・箱の浦コースのバス停を示す。

：桃の木台・万葉台コースからの乗継利用者1人を示す。

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18
阪
南
市
役
所

阪
南
市
民
病
院

尾
崎
駅
前

下
出

中
村

自
然
田

芝
出

平
見

和
泉
鳥
取
駅
前

緑

ヶ
丘
口

音
羽
池

緑

ヶ
丘
３
丁
目

緑

ヶ
丘
３
丁
目
北

緑

ヶ
丘
２
丁
目

泉
鳥
取
高
校

玉
田

さ
つ
き
台
受
水
場

さ
つ
き
台
減
圧
場

乗者数 3 0 0 0 1 0 0 1 0 1 1 1 0 1 0 0 0 0

降者数 0 2 0 0 0 0 0 0 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0

乗車人員 3 1 1 1 2 2 2 3 2 3 4 5 5 6 6 6 6 6

乗者数 0 1 0 0 0 1 0 0 2 0 3 0 3 0 0 2 0 3

降者数 0 0 0 0 0 0 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

乗車人員 0 1 1 1 1 2 1 1 3 3 6 6 9 9 9 11 11 14

乗者数 5 4 0 0 0 0 0 0 1 2 0 0 0 1 0 1 0 0

降者数 0 1 1 1 0 0 1 1 3 0 0 1 0 0 0 1 0 0

乗車人員 5 8 7 6 6 6 5 4 2 4 4 3 3 4 4 4 4 4

乗者数 7 10 1 1 0 0 0 0 1 0 0 0 0 1 0 1 0 0

降者数 0 0 0 0 0 1 0 1 5 0 1 2 2 0 2 0 0 2

乗車人員 7 17 18 19 19 18 18 17 13 13 12 10 8 9 7 8 8 6

乗者数 8 3 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

降者数 0 0 0 0 0 0 1 1 0 0 3 0 1 1 0 0 0 0

乗車人員 8 11 12 12 12 12 11 10 10 10 7 7 6 5 5 5 5 5

乗者数 4 6 2 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 3 0 0

降者数 0 0 0 0 1 2 0 1 3 0 0 0 0 1 1 1 0 1

乗車人員 4 10 12 12 11 9 9 8 5 5 5 5 5 4 3 5 5 4

第3便

第6便

第5便

第4便

第2便

第1便

19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30 31 32 33 34 い11 い7
さ
つ
き
台
２
丁
目

さ
つ
き
台
南

和
泉
鳥
取
駅
前

ふ
れ
愛
ホ
ー

ム
前

鳥
取
中

小
川
口

波
太
神
社
前

石
田

中
村
西
口

三
本
松

黒
田

尾
崎
駅
前

お
ざ
き
出
会
い
館

阪
南
市
民
病
院

阪
南
市
役
所

保
健
セ
ン
タ
ー

い
ず
み
が
丘
口
※

鴻
和
住
民
セ
ン
タ
ー

※

乗者数 0 0 0 0 0 1 0 3 6 0 0 0 0 0 0 0 0 0 19

降者数 1 0 0 0 0 0 0 0 1 1 2 6 0 2 3 0 0 0 19

乗車人員 5 5 5 5 5 6 6 9 14 13 11 5 5 3 0 0 0 0 -

乗者数 1 0 0 0 0 1 1 0 1 0 0 0 0 2 0 0 0 0 21

降者数 0 0 0 0 0 0 0 1 1 1 3 10 0 1 1 0 1 1 21

乗車人員 15 15 15 15 15 16 17 16 16 15 12 2 2 3 2 2 1 0 -

乗者数 0 0 2 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 16

降者数 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 2 0 3 1 0 0 0 16

乗車人員 4 4 6 6 6 6 6 6 6 6 6 4 4 1 0 0 0 0 -

乗者数 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 22

降者数 1 1 0 0 0 0 0 0 2 0 0 2 0 0 0 0 0 0 22

乗車人員 5 4 4 4 4 4 4 4 2 2 2 0 0 0 0 0 0 0 -

乗者数 0 0 0 0 0 0 1 0 0 0 0 1 0 0 0 0 0 0 14

降者数 0 1 0 0 0 1 1 0 2 0 0 1 0 0 1 0 0 0 14

乗車人員 5 4 4 4 4 3 3 3 1 1 1 1 1 1 0 0 0 0 -

乗者数 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 15

降者数 0 1 0 0 0 0 0 0 2 0 0 1 0 0 0 0 0 0 15

乗車人員 4 3 3 3 3 3 3 3 1 1 1 0 0 0 0 0 0 0 -

第3便

第6便

第5便

第4便

第2便

第1便

合計
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051015202530

阪 南 市 役 所

阪 南 市 民 病 院

尾 崎 駅 前

下 出
中 村

自 然 田

芝 出
平 見

和 泉 鳥 取 駅 前

緑 ヶ 丘 口

音 羽 池

緑 ヶ 丘 ３ 丁 目

緑 ヶ 丘 ３ 丁 目 北

緑 ヶ 丘 ２ 丁 目

泉 鳥 取 高 校

玉 田
さ つ き 台 受 水 場

さ つ き 台 減 圧 場

さ つ き 台 ２ 丁 目

さ つ き 台 南

和 泉 鳥 取 駅 前

ふ れ 愛 ホ ー ム 前

鳥 取 中

小 川 口

波 太 神 社 前

石 田
中 村 西 口

三 本 松

黒 田
尾 崎 駅 前

お ざ き 出 会 い 館

阪 南 市 民 病 院

阪 南 市 役 所

保 健 セ ン タ ー

い ず み が 丘 口 ※

鴻 和 住 民 セ ン タ ー ※

第
1便

阪
南

市
役

所
8：
35

発
第
2便

阪
南

市
役

所
9：
54

発
第
3便

阪
南

市
役

所
10

：
48

発
第
4便

阪
南

市
役

所
13

：
12

発
第
5便

阪
南

市
役

所
15

：
45

発
第
6便

阪
南

市
役

所
17

：
23

発

乗車人員（人/便）

座
席

定
員

1
5

人

図
 2

.2
2 

運
行

便
別

利
用

者
数

（
緑
ヶ
丘
・

さ
つ

き
台
コ
ー

ス
）

 

※
い

ず
み

が
丘

・
箱

の
浦

コ
ー

ス
の

バ
ス

停
を

示
す

。
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光陽台・舞コース (4) 

 光陽台・舞コースでは、第 2 便の「舞 1 丁目北」から「鳥取ノ荘駅前（上り）」及び第 3 便

の「鳥取ノ荘駅前（下り）」から「総合体育館前」までの 26 人/便がともに最も多く、次い

で第 4 便の「総合体育館前」から「光陽台 2 丁目西」までが 24 人/便であり、座席定員の

15 人を上回っている。全 8 便中 4 便（第 1 便、第 2 便、第 3 便、第 4 便）において、座席

定員の 15 人を上回る区間がある。 
 

表 2.12 運行便別利用者数（光陽台・舞コース） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  

※緑ヶ丘・さつき台コースのバス停を示す。

：山中渓・桜ヶ丘コースからの乗継利用者1人を示す。

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13
阪

南
市
役

所

阪

南
市
民

病
院

保

健
セ
ン

タ
ー

鳥

取
ノ
荘

駅
前

（
下
り

）

総

合
体
育

館
前

鳥

取
三
井

光

陽
台
2

丁
目

光

陽
台
2

丁
目

西

光

陽
台
3

号
公

園

光

陽
台
4

丁
目

舞

5
丁
目

口

舞

3
丁
目

舞

4
丁
目

乗者数 1 0 0 1 0 2 1 4 1 3 2 1 0

降者数 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 0 0

乗車人員 1 1 1 2 2 4 5 9 10 13 14 15 15

乗者数 2 0 1 2 1 1 2 0 4 2 0 3 9

降者数 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 4 0 0

乗車人員 2 2 3 5 6 7 9 9 13 15 11 14 23

乗者数 12 6 0 8 0 0 1 0 2 0 1 0 0

降者数 0 0 0 0 1 3 3 1 3 2 1 0 4

乗車人員 12 18 18 26 25 22 20 19 18 16 16 16 12

乗者数 18 2 0 3 2 0 0 1 0 0 1 1 0

降者数 0 0 0 0 1 0 0 3 2 7 5 0 4

乗車人員 18 20 20 23 24 24 24 22 20 13 9 10 6

乗者数 4 2 0 2 0 0 0 0 0 0 1 0 0

降者数 0 0 0 0 0 0 0 0 0 3 3 1 1

乗車人員 4 6 6 8 8 8 8 8 8 5 3 2 1

乗者数 5 0 0 1 0 0 2 0 2 0 0 0 0

降者数 0 0 0 0 0 0 1 0 2 0 2 0 1

乗車人員 5 5 5 6 6 6 7 7 7 7 5 5 4

乗者数 7 0 2 5 0 0 0 1 0 2 0 0 0

降者数 0 0 0 2 0 0 1 2 1 0 3 0 3

乗車人員 7 7 9 12 12 12 11 10 9 11 8 8 5

乗者数 6 0 0 2 0 0 0 0 0 0 0 0 0

降者数 0 0 0 0 0 0 2 4 0 0 2 0 0

乗車人員 6 6 6 8 8 8 6 2 2 2 0 0 0

第8便

第7便

第6便

第5便

第4便

第3便

第2便

第1便

14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 緑2
舞

4

丁

目
北

舞

1

丁

目
南

舞

1

丁

目
北

舞

2

丁

目
北

鳥

取

ノ

荘
駅
前

（
上
り

）

保

健

セ

ン
タ
ー

阪

南

市

役
所

尾

崎

駅

前

お

ざ

き

出
会
い

館

阪

南

市

民
病
院

阪

南

市

役
所

阪

南

市

民
病
院

※

乗者数 3 2 0 3 1 0 0 0 0 0 0 0 25

降者数 0 0 0 0 3 1 13 5 0 1 1 0 25

乗車人員 18 20 20 23 21 20 7 2 2 1 0 0 -

乗者数 0 2 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 30

降者数 0 0 0 0 1 0 24 0 0 0 0 1 30

乗車人員 23 25 26 26 25 25 1 1 1 1 1 0 -

乗者数 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 30

降者数 1 1 1 5 0 0 4 0 0 0 0 0 30

乗車人員 11 10 9 4 4 4 0 0 0 0 0 0 -

乗者数 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 28

降者数 2 0 1 1 0 0 1 0 0 1 0 0 28

乗車人員 4 4 3 2 2 2 1 1 1 0 0 0 -

乗者数 0 0 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 10

降者数 0 0 0 0 0 0 0 2 0 0 0 0 10

乗車人員 1 1 2 2 2 2 2 0 0 0 0 0 -

乗者数 1 0 0 0 1 0 0 0 0 0 0 0 12

降者数 0 0 0 0 1 0 5 0 0 0 0 0 12

乗車人員 5 5 5 5 5 5 0 0 0 0 0 0 -

乗者数 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 17

降者数 0 1 0 0 1 3 0 0 0 0 0 0 17

乗車人員 5 4 4 4 3 0 0 0 0 0 0 0 -

乗者数 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 8

降者数 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 8

乗車人員 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 -

合計

第8便

第7便

第6便

第5便

第4便

第3便

第2便

第1便
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051015202530

阪 南 市 役 所

阪 南 市 民 病 院

保 健 セ ン タ ー

鳥 取 ノ 荘 駅 前 （ 下 り ）

総 合 体 育 館 前

鳥 取 三 井

光 陽 台 2 丁 目

光 陽 台 2 丁 目 西

光 陽 台 3 号 公 園

光 陽 台 4 丁 目

舞 5 丁 目 口

舞 3 丁 目

舞 4 丁 目

舞 4 丁 目 北

舞 1 丁 目 南

舞 1 丁 目 北

舞 2 丁 目 北

鳥 取 ノ 荘 駅 前 （ 上 り ）

保 健 セ ン タ ー

阪 南 市 役 所

尾 崎 駅 前

お ざ き 出 会 い 館

阪 南 市 民 病 院

阪 南 市 役 所

阪 南 市 民 病 院 ※

第
1便

阪
南

市
役

所
8：
39

発
第
2便

阪
南

市
役

所
10

：1
0発

第
3便

阪
南

市
役

所
11

：
15

発
第
4便

阪
南

市
役

所
13

：
33

発

第
5便

阪
南

市
役

所
14

：
10

発
第
6便

阪
南

市
役

所
15

：2
4発

第
7便

阪
南

市
役

所
16

：
00

発
第
8便

阪
南

市
役

所
17

：
55

発

乗車人員（人/便）

座
席

定
員

1
5

人

図
 2

.2
3 

運
行

便
別
利
用

者
数

（
光
陽

台
・

舞
コ

ー
ス
）

 

※
緑

ヶ
丘

・
さ

つ
き

台
コ

ー
ス

の
バ

ス
停

を
示

す
。
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桃の木台・万葉台コース (5) 

 桃の木台・万葉台コースでは、第 1 便の「万葉台住民センター」から「阪南市役所」、第 2
便の「石田」から「中村西口」及び第 3 便の「保健センター」から「貝掛（下り）」等での

14 人/便が最も多い。 
 

表 2.13 運行便別利用者数（桃の木台・万葉台コース） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  

※緑ヶ丘・さつき台コースのバス停を示す。

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21
桑
畑

桑
畑
口

尾
崎
駅

前

阪
南
市

民
病
院

阪
南
市

役
所

保
健
セ

ン
タ
ー

貝
掛

（
下
り

）

箱
作
駅

前

万
葉
台

住
民
セ
ン
タ
ー

万
葉
台

第
1
児
童
遊
園

桃
の
木

台
1
丁
目

（
下
り

）

桃
の
木

台
2
丁
目

桃
の
木

台
5
丁
目

桃
の
木

台
6
丁
目

桃
の
木

台
小
学
校
前

桃
の
木

台
7
丁
目

桃
の
木

台
4
丁
目

桃
の
木

台
3
丁
目

桃
の
木

台
1
丁
目

（
上
り

）

桑
畑

桑
畑
口

乗者数 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 0 3 0 1 3 0 3 0 0

降者数 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

乗車人員 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 2 2 5 5 6 9 9 12 12 12

乗者数 0 0 0 5 0 0 1 1 1 0 0 1 2 0 0 0 2 2 0 0 0

降者数 0 0 0 0 1 0 0 0 0 1 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

乗車人員 0 0 0 5 4 4 5 6 7 6 5 6 8 8 8 8 10 12 12 12 12

乗者数 0 0 0 8 5 1 0 1 0 0 0 0 0 0 0 1 0 0 0 0 0

降者数 0 0 0 0 0 0 1 0 1 1 1 0 2 4 0 1 1 1 0 1 0

乗車人員 0 0 0 8 13 14 13 14 13 12 11 11 9 5 5 5 4 3 3 2 2

乗者数 0 0 0 3 1 0 0 0 0 0 1 0 0 0 0 0 0 0 1 0 0

降者数 0 0 0 0 0 0 0 2 0 0 1 0 0 0 0 0 1 0 0 0 0

乗車人員 0 0 0 3 4 4 4 2 2 2 2 2 2 2 2 2 1 1 2 2 2

乗者数 0 0 0 6 0 0 0 2 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

降者数 0 0 0 0 0 1 2 2 0 0 0 0 1 0 0 1 1 0 0 0 0

乗車人員 0 0 0 6 6 5 3 3 3 3 3 3 2 2 2 1 0 0 0 0 0

第5便

第4便

第3便

第2便

第1便

22 23 24 25 26 27 28 29 30 31 32 33 34 35 36 37 緑19
波
太
神
社
前

石
田

中
村
西
口

三
本
松

黒
田

尾
崎
駅
前

万
葉
台
住
民
セ
ン
タ
ー

万
葉
台
第
1
児
童
遊
園

箱
作
駅
前

貝
掛

（
上
り

）

保
健
セ
ン
タ
ー

阪
南
市
役
所

尾
崎
駅
前

お
ざ
き
出
会
い
館

阪
南
市
民
病
院

阪
南
市
役
所

さ
つ
き
台
２
丁
目
※

乗者数 0 0 0 0 0 0 2 0 2 0 0 0 0 0 0 0 0 16

降者数 0 0 0 0 0 0 0 0 2 0 0 13 0 0 0 0 1 16

乗車人員 12 12 12 12 12 12 14 14 14 14 14 1 1 1 1 1 0 -

乗者数 0 2 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 18

降者数 0 0 2 0 1 9 0 0 0 0 0 0 0 0 3 0 0 18

乗車人員 12 14 13 13 12 3 3 3 3 3 3 3 3 3 0 0 0 -

乗者数 2 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 18

降者数 0 0 0 0 0 4 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 18

乗車人員 4 4 4 4 4 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 -

乗者数 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 6

降者数 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 2 0 0 0 0 0 6

乗車人員 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 0 0 0 0 0 0 -

乗者数 0 0 0 0 0 0 0 0 1 0 0 0 0 0 0 0 0 9

降者数 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 0 0 0 0 0 9

乗車人員 0 0 0 0 0 0 0 0 1 1 1 0 0 0 0 0 0 -

合計

第5便

第4便

第3便

第2便

第1便
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051015202530

桑 畑
桑 畑 口

尾 崎 駅 前

阪 南 市 民 病 院

阪 南 市 役 所

保 健 セ ン タ ー

貝 掛 （ 下 り ）

箱 作 駅 前

万 葉 台 住 民 セ ン タ ー

万 葉 台 第 1 児 童 遊 園

桃 の 木 台 1 丁 目 （ 下 り ）

桃 の 木 台 2 丁 目
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。
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いずみが丘・箱の浦コース (6) 

 いずみが丘・箱の浦コースでは、第 3 便の「加茂神社」から「箱作駅前」までの 22 人/便が

最も多く、次いで第 2 便の「貝掛（上り）」から「阪南市役所」までが 18 人/便であり、座

席定員の 15 人を上回っている。全 7 便中 4 便（第 1 便、第 2 便、第 3 便、第 6 便）におい

て、座席定員の 15 人を上回る区間がある。 
 

表 2.14 運行便別利用者数（いずみが丘・箱の浦コース） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15
尾
崎
駅
前

阪
南
市
民
病
院

阪
南
市
役
所

保
健
セ
ン
タ
ー

貝
掛

（
下
り

）

箱
作
駅
前

い
ず
み
が
丘
口

い
ず
み
が
丘
中

石
谷
池

は
つ
め
公
園

鴻
和
住
民
セ
ン
タ
ー

鴻
和
北

箱
作
公
園
前

南
山
中

箱
の
浦
南

乗者数 0 0 0 2 0 1 0 0 0 2 3 1 0 2 0

降者数 0 0 0 0 0 1 0 0 0 0 0 0 1 0 0

乗車人員 0 0 0 2 2 2 2 2 2 4 7 8 7 9 9

乗者数 0 0 1 0 0 0 0 1 0 3 1 2 0 2 1

降者数 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

乗車人員 0 0 1 1 1 1 1 2 2 5 6 8 8 10 11

乗者数 0 0 3 0 0 1 0 0 4 2 2 1 0 1 4

降者数 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 2 0

乗車人員 0 0 3 3 3 4 4 4 8 10 12 13 13 12 16

乗者数 0 5 2 0 0 0 1 0 0 0 0 1 0 3 0

降者数 0 0 0 0 0 0 1 1 0 4 1 1 0 0 0

乗車人員 0 5 7 7 7 7 7 6 6 2 1 1 1 4 4

乗者数 0 0 3 5 3 0 0 2 0 0 0 0 1 1 0

降者数 0 0 0 1 0 0 3 1 0 0 2 0 2 0 0

乗車人員 0 0 3 7 10 10 7 8 8 8 6 6 5 6 6

乗者数 0 12 3 0 0 1 0 0 0 0 0 0 0 1 0

降者数 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 3 3 0 4 2

乗車人員 0 12 15 15 15 16 16 16 16 15 12 9 9 6 4

乗者数 0 0 9 0 0 6 0 0 0 0 0 0 0 0 0

降者数 0 0 0 0 0 1 0 0 2 3 2 1 0 2 2

乗車人員 0 0 9 9 9 14 14 14 12 9 7 6 6 4 2

第7便

第6便

第5便

第4便

第3便

第2便

第1便

16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28
箱
の
浦
西

箱
の
浦
北

箱
の
浦
東
住
民
セ
ン
タ
ー

箱
の
浦
東

加
茂
神
社

箱
作
駅
前

貝
掛

（
上
り

）

鳥
取
ノ
荘
駅
前

（
上
り

）

保
健
セ
ン
タ
ー

阪
南
市
役
所

尾
崎
駅
前

お
ざ
き
出
会
い
館

阪
南
市
民
病
院

乗者数 3 1 3 0 1 0 0 3 0 1 0 0 0 23

降者数 1 0 0 0 0 1 0 2 0 9 6 0 2 23

乗車人員 11 12 15 15 16 15 15 16 16 8 2 2 0 -

乗者数 0 1 1 2 0 3 6 0 0 0 0 0 0 24

降者数 0 0 0 0 0 6 0 0 0 7 9 0 2 24

乗車人員 11 12 13 15 15 12 18 18 18 11 2 2 0 -

乗者数 1 0 1 4 1 0 0 0 0 0 0 0 0 25

降者数 0 0 1 0 0 6 0 0 0 8 5 0 3 25

乗車人員 17 17 17 21 22 16 16 16 16 8 3 3 0 -

乗者数 0 1 0 0 1 0 0 0 0 0 0 0 0 14

降者数 0 0 0 1 0 0 0 0 0 5 0 0 0 14

乗車人員 4 5 5 4 5 5 5 5 5 0 0 0 0 -

乗者数 0 0 0 0 1 0 1 0 0 1 0 0 0 18

降者数 0 1 0 1 0 2 0 0 0 0 0 5 0 18

乗車人員 6 5 5 4 5 3 4 4 4 5 5 0 0 -

乗者数 1 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 19

降者数 0 0 0 3 0 0 0 0 0 3 0 0 0 19

乗車人員 5 6 6 3 3 3 3 3 3 0 0 0 0 -

乗者数 0 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 16

降者数 0 0 1 1 0 0 0 0 0 1 0 0 0 16

乗車人員 2 3 2 1 1 1 1 1 1 0 0 0 0 -

合計

第7便

第6便

第5便

第4便

第3便

第2便

第1便
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3. コミュニティバス利用者ヒアリング調査 
3.1 コミュニティバス利用者ヒアリング調査概要 

コミュニティバス「さつき号」の利用実態等を把握するため、以下の調査実施要領に基づき調

査を実施した。 
 

調査対象 (1) 

コミュニティバス「さつき号」の利用者 
 

調査日時 (2) 

平成 29 年 4 月 24 日（月）10：00～18：00 
 

調査方法 (3) 

バス乗車待ちの方を基本的に対象として、対面式の聞

き取り調査、もしくは調査員による調査票の配布・回

収 
 

調査場所 (4) 

阪南市役所、阪南市民病院、尾崎駅前、箱作駅前の 
合計 4 バス停 

 

主な調査項目 (5) 
① コミュニティバス「さつき号」の利用状況 
② サービス向上による利用意向と支払可能金額 
③ これまでのルートや時刻表（ダイヤ）の変更によ

る利用状況の変化 
④ 属性（年齢、住まいの地域、運転免許証の保有状

況、利用可能な自動車等の保有状況） 
 

回収部数 (6) 

101 部 
 

注意事項 (7) 

・グラフ及び表中の構成比（％）は、小数第 2 位を四捨五入し

て表示しているため、合計は必ずしも 100％にはなりません。 
・サンプル数の見方について、基数となるべき実数は「n」（回

答者数）、複数回答が可能な設問では総回答数を「N」として

います。 
・属性別のクロス集計については、各属性（性別、年齢、地区 
等）が無回答のサンプルを除外して集計しています。そのため、

属性ごとの各選択肢の回答数を合計しても、調査結果全体の数

値と一致しない場合があります。 
・複数回答方式では、割合を算出する分母として、各質問に回答

した回答者数としています。このため、回答の合計は 100%を

超える場合があります。       

■阪南市役所バス停 

■阪南市民病院バス停 

■尾崎駅前バス停 

■箱作駅前バス停 

図 3.1 調査時の様子 
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3.2 集計結果 
回答者属性 3.2.1 

性別と年齢 (1) 

 回答者の性別は、女性が約 9 割を占める。 
 年齢は、65 歳以上の高齢者が約 7 割を占める 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図 3.2 性別（左）と年齢（右） 
 

住まいの地域 (2) 

 住まいの地域は、「舞」が約 20％と最も多く、次いで「箱作」、「桃の木台」、「箱の浦」の順

であり、下荘地区や西鳥取地区の回答者が多い。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図 3.3 住まいの地域 

  

男性

10.6%
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89.4% n=94
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4.0%
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8.0%

55歳～64歳
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20.0%
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19.0%

n=100
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1
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回答数
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運転免許証の保有状況と利用可能な自動車等の保有状況 (3) 

 運転免許証の保有状況は、「持っていない」が約 7 割と最も多い。 
 利用可能な自動車等の保有状況は、「持っていない」が最も多く、次いで「自動車（家族が

運転する）」、「自転車」、「自動車（自分で運転する）」の順である。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図 3.4 運転免許証の保有状況 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

   図 3.5 利用可能な自動車等の保有状況  

27.0%

8.0%

0.0%

68.0%

0% 20% 40% 60% 80%

自動車

自動二輪・原付

その他

持っていない

回答数

Ｎ=103
n=100

17.2%

25.3%

22.2%

3.0%

44.4%

0% 20% 40% 60% 80%

自動車（自分で運転する）

自動車（家族が運転する）

自転車

その他

持っていない

回答数

Ｎ=111

n=99

※複数回答 

※複数回答 
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4.8%

18.1%

30.1%

26.5%

12.0%

0.0%

3.6%

1.2%

1.2%

2.4%

0.0%

0.0%

0.0%

1.2%

10.7%

9.5%

17.9%

14.3%

16.7%

7.1%

19.0%

3.6%

0% 10% 20% 30% 40% 50%

7時台

8時台

9時台

10時台

11時台

12時台

13時台

14時台

15時台

16時台

17時台

回答数

行き

帰りn=83

n=84

行き

帰り

コミュニティバス「さつき号」の利用状況 3.2.2 
利用目的 (1) 

 利用目的は、「買い物」が最も多く、次いで「通院」である。また、利用目的が「買い物」

と回答した人のうち、約 6 割は「通院」も回答しており、「通院」と回答した人のうち、約

8 割は「買い物」も回答している。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図 3.6 コミュニティバス「さつき号」の利用目的 

利用時間帯 (2) 

 利用時間帯は、行きが 8 時台～10 時台が多く、帰りが 12 時台～16 時台が多い。 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

図 3.7 コミュニティバス「さつき号」の利用時間帯  
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0.0%
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0.0%
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55.1%

15.9%

11.6%

1.4%
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通勤

通学
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通院
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その他

回答数
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n=69

■「通院」目的の方の他の利用目的 ■「買い物」目的の方の他の利用目的 
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よく利用するコース (3) 

 よく利用するコースは、「光陽台・舞コース」が約 28％と最も多く、次いで「いずみが丘・

箱の浦コース」が約 25％、「桃の木台・万葉台コース」が約 16％である。 

 
 
 
 
 
 
 
 

図 3.8 よく利用するコース 

 
サービス向上による利用意向と支払可能金額 3.2.3 

利用しやすくするために改善が必要なこと (1) 

 利用しやすくするために改善が必要なことは、その他の「バスの増便」が最も多く、次いで

「終発時刻」、「決まった区間内で自由に乗降できる」、「始発時刻」、「鉄道や他のバス路線と

の乗継ぎ」の順である。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図 3.9 利用しやすくするために改善が必要なこと 
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バスの運行位置や遅れ時間等の情報提供

決まった区間内で自由に乗降できる

バスの運賃

他のバスや鉄道との乗継利用時の運賃

道路幅員が狭い所を小型車両で運行する

その他

今のままで良い

回答数

n=97

N=159

※複数回答
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改善されたことによるバス利用頻度の変化 (2) 

 改善されたことによるバス利用頻度の変化は、「週に 4～5 日」利用する方の割合が、改善後

の利用頻度が普段の利用頻度と比べ、約 16％増加している。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図 3.10 改善されたことによるバス利用頻度の変化 

 
改善した場合の支払可能な運賃 (3) 

 改善した場合の支払可能な運賃は、「100 円（現状維持）」が最も多い。 

 
 
 
 
 
 
 

図 3.11 改善した場合の支払可能な運賃 

 
  

13.5%

19.8%

17.7%

33.7%

44.8%

29.1%

12.5%

11.6%

3.1%

1.2%

1.0%

2.3%

4.2%

2.3%

1.0%

1.0%

1.0%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

普段の利用頻度

改善後の利用頻度

週に6～7日 週に4～5日 週に2～3日 週に1日 2週間に1日
3週間に1日 1ヵ月に1日 2ヵ月に1日 3ヵ月に1日 3ヵ月に1日未満

2.2%

82.2%

1.1%

5.6%

8.9%

5.6%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

100円未満

100円

120円

150円

151円以上

その他

回答数

n=90
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これまでのルートや時刻表の変更による利用状況の変化 3.2.4 

 これまでのルートや時刻表（ダイヤ）の変更による利用状況の変化は、「ダイヤ改正前から

利用していて、改正後の利用頻度は変わらない」と回答した方が 9 割以上を占める。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

図 3.12 これまでのルートや時刻表（ダイヤ）の変更による利用状況の変化 

■ダイヤ改正前は利用していなかったが、改正されてから利用するようになった理由 

 ダイヤ改正前は利用していなかったが、

改正されてから利用するようになった

理由は、「時刻表（ダイヤ）が改正され

たから」、「買い物・通院など利用する用

事ができたから」である。 

 
 
 
 
 
図 3.13 ダイヤ改正前は利用していなかったが、

改正されてから利用するようになった理

由 

■ダイヤ改正前から利用していて、改正後は利用頻度が増えた理由 

 ダイヤ改正前から利用していて、改正後

は利用頻度が増えた理由は、「ルートが

変更されたから」、「バス停が追加された

から」、「時刻表（ダイヤ）が改正された

から」、「買い物・通院など利用する用事

ができたから」、「バスから家族の送迎な

ど他の移動手段に切り替えたから」であ

る。 

 
 
 
図 3.14 ダイヤ改正前から利用していて、

改正後は利用頻度が増えた理由 

33.3%

33.3%

33.3%

33.3%

0.0%

33.3%

0.0%

0.0%

0.0%

0% 20% 40% 60%

ルートが変更されたから

時刻表（ダイヤ）が改正されたから

バス停が追加されたから

買い物・通院など利用する用事が

できたから

家族の送迎など他の移動手段から

バスに切り替えたから

バスから家族の送迎など

他の移動手段に切り替えたから

新しいチラシ（ルート図や時刻表）を

見たから

自動車を運転できなくなったから

その他

回答数

n=3

N=5

0.0%

50.0%

0.0%

50.0%

0.0%

0.0%

0.0%

0.0%

0.0%

0% 20% 40% 60%

ルートが変更されたから

時刻表（ダイヤ）が改正されたから

バス停が追加されたから

買い物・通院など利用する用事が

できたから

家族の送迎など他の移動手段から

バスに切り替えたから

バスから家族の送迎など

他の移動手段に切り替えたから

新しいチラシ（ルート図や時刻表）を

見たから

自動車を運転できなくなったから

その他

回答数

n=2

N=2

3.4%

3.4%

93.1%

0.0%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

ダイヤ改正前は利用していなかったが、

改正されてから利用するようになった

ダイヤ改正前から利用していて、

改正後は利用頻度が増えた

ダイヤ改正前から利用していて、

改正後の利用頻度は変わらない

ダイヤ改正前から利用していて、

改正後は利用頻度が減った

回答数

n=87

※複数回答 

※複数回答 
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【参考資料 1】住民アンケート調査依頼文・調査票 
住民アンケート調査依頼文 (1) 
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住民アンケート調査票 (2) 
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【参考資料 2】コミュニティバス利用者ヒアリング調査票 
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